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越智郡上島町議会会議録 平成３０年９月１２日 開催 

 

平成３０年 第３回上島町議会定例会会議録 

招集年月日 平成３０年９月１２日（水） 

招集の場所 弓削総合支所庁舎議場 
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議員・職

員以外で

会議に出

席した者 

１ 監査委員 亀 山   秀 夫 

会議に職務 

のため出 

席した者 

の職氏名 

１ 

２ 

３  

議会事務局 局長  

議会事務局 係長 

議会事務局 臨時 

東      秀 彦 

田 房   聡 子 

久 保   真 弓 

町長提出

議 案 の 

題 目 

１ 報告事項 

 平成２９年度上島町財政健全化判断比率及び資金不足比率について 

２ 平成２９年度上島町一般会計歳入歳出決算認定について 

３ 平成２９年度上島町国民健康保険事業会計歳入歳出決算認定について 

４ 平成２９年度上島町国民健康保険診療所事業会計歳入歳出決算認定に

ついて 

５ 平成２９年度上島町へき地出張診療所事業会計歳入歳出決算認定につ

いて 

６ 平成２９年度上島町後期高齢者医療事業会計歳入歳出決算認定につい

て 

７ 平成２９年度上島町公共下水道事業会計歳入歳出決算認定について 

８ 平成２９年度上島町簡易水道事業会計歳入歳出決算認定について 

９ 平成２９年度上島町ＣＡＴＶ事業会計歳入歳出決算認定について 

１０ 平成２９年度上島町農業集落排水事業会計歳入歳出決算認定について 

１１ 平成２９年度上島町介護保険事業会計歳入歳出決算認定について 

１２ 平成２９年度上島町介護サービス事業会計歳入歳出決算認定について 

１３ 平成２９年度上島町浄化槽事業会計歳入歳出決算認定について 

１４ 平成２９年度上島町魚島船舶事業会計歳入歳出決算認定について 

１５ 平成２９年度上島町特別養護老人ホーム事業会計歳入歳出決算認定に

ついて 

１６ 平成２９年度上島町生名船舶事業会計歳入歳出決算認定について 

１７ 平成２９年度上島町上水道事業会計歳入歳出決算認定について 

１８ 上島町営土地改良事業等の経費の分担金等徴収に関する条例 

１９ 上島町魚島国民健康保険診療所条例 

２０ 上島町高井神へき地出張診療所条例 

２１ 新町建設計画の変更について 

２２ 平成３０年度上島町一般会計補正予算（第３号） 

２３ 平成３０年度上島町国民健康保険事業会計補正予算（第１号） 

２４ 平成３０年度上島町介護保険事業会計補正予算（第１号） 

２５ 平成３０年度上島町介護サービス事業会計補正予算（第１号） 

２７ 平成３０年度上島町魚島船舶事業会計補正予算（第１号） 

２８ 平成３０年度上島町特別養護老人ホーム事業会計補正予算（第１号） 

２９ 平成３０年度上島町生名船舶事業会計補正予算（第１号） 

３０ 上島町特定環境保全公共下水道弓削浄化センター再構築・耐震の建設工

事委託に関する協定の締結について 

３１ 権利の放棄について 

３２ 上島町教育委員の任命について 

３３ 上島町教育委員の任命について 
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その他 の

題  目 

  

 

１ 日本政府が、「核兵器禁止条約」に署名・批准することを求める意見書

の提出について請願 

２ 臓器移植の環境整備を求める意見書（案） 

３ 議員派遣の件 (上島町各地区大運動会) 

４ 議員派遣の件 (第７回上島町社会福祉大会) 

５ 議員派遣の件 (平成３０年度第２回議会議員研修会) 
 

日 程 議長は、議事日程を別紙のとおり報告した。（会議規則第２１条） 

会議録署

名議員の

氏 名 

議長は、会議録署名議員に次の２人を指名した。 

    ９番･議員 前田 省二 

１０番･議員 土居 計彦 

会  期 平成３０年９月１２日～１０月 ３日（２２日間） 

傍聴者数 １５名（男１４名・女 １名） 

 

 

◎  開 会  

○（濱田 高嘉 議長）  

改めまして、おはようございます。 

ただ今の出席議員は１３名です。ただ今から平成３０年第３回上島町議会定例会を開会い

たします。 

直ちに本日の会議を開きます。なお、本日、松原議員から欠席届が提出されておりますの

で報告いたしておきます。本日の議事日程は、お手許に配布しているとおりです。 

 

日程第１、会議録署名議員の指名 

○（濱田 高嘉 議長）  

まず、日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定によって、９番・前田 議員、１０番・土

居 議員を指名します。よろしくお願いいたします。 

 

日程第２、会期の決定 

○（濱田 高嘉 議長）  

日程第２、会期の決定を議題といたします。 

議会運営委員に、委員会協議の結果について報告を求めます。 

議会運営委員長 平山 和昭議員、お願いします。 

（平山議員、登壇） 

○（平山 和昭 議員）  

おはようございます。やっと秋らしくなりましたが、まあ猛暑の疲れが残っておるかと思
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いますが、ええー、定例会、頑張っていきたいと思います。 

それでは、議会運営委員会の協議結果について、ご報告いたします。 

平成３０年第３回定例会の開会にあたり、去る９月５日、議会運営委員会を開催し、本定

例会に上程されます議案につきまして、会期日程並びに議案の取り扱いについて慎重に協議

を行いました。 

会期日程につきましては、本日、９月１２日から１０月３日までの２２日間とし、議事日

程につきましては、お手許に配布のとおり進めることと決定いたしました。 

どうか本定例会の慎重なるご審議と議会運営に各段のご協力を賜りますようお願い申し

上げまして、議会運営委員会の報告を終わります。 

（平山議員、降壇） 

○（濱田 高嘉 議長）  

はい、お諮りいたします。ただ今、平山議会運営委員長から委員会協議の結果について報

告がありましたとおり、本定例会の会期は、本日９月１２日から１０月３日までの２２日間

といたしたいと思いますが、ご異議ありませんか。（複数の「異議なし」の声あり）異議な

しと認めます。よって、本定例会の会期は、本日から１０月３日までの２２日間とすること

に決定いたしました。 

 

日程第３、行政報告 

○（濱田 高嘉 議長）  

続いて、日程第３、行政報告を行います。 

町長からの行政報告の申し出がありました。これを許可します。 

○（宮 脇  馨 町長） （挙手）議長。 

○（濱田 高嘉 議長）  はい、宮脇町長。 

（宮脇町長、登壇） 

○（宮 脇  馨 町長）  

改めまして、皆さん、おはようございます。 

まず、冒頭にですね、先般の７月豪雨に際しまして様々な方々からご支援、ご協力をいた

だきましたことを重ねてお礼申し上げます。まだ、私共の上島町としての謝意が充分に伝わ

っていなかった部分もあったように聞いております。まあ、本当に多くの方々に様々な方面

から支援を受けましたこと、本当にありがたく思っております。これから先、ええー、想定

外の災難、災害等々予想されますが、本当にいい教訓になったと同時に、これだけ多くの皆

さんに支えていただけたことに関して心強いものを感じております。また、職員一丸となっ

て、これからの対策、改良に努めていきたいと思っておりますので、どうか引き続きよろし

くお願いします。 

この７月豪雨の後には台風が続き、天変地異の連続で通常業務にも大きな影響が出ており

ますが、町民の皆さんが一日も早く普段の生活を取り戻せるよう、職員一丸となって取り組

んでいきたいと思います。また、今回の豪雨災害のような想定外の被災、こういうものに対

して、役場内で現在、反省点を洗い出し協議を進めておりますが、町民の皆さんや外部支援
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組織をも巻き込んだスケールアップした形での災害対応の必要性を痛感しております。防災

訓練等も個々の被害想定に沿った形の具体的な動きを盛り込んでいく必要があると考えて

います。基本となる防災計画を基に、どんな災害にも対応できるようなタイムラインを構築

し、スムーズに運用できるような訓練方法を試行錯誤したいと考えております。 

次に、昨年着工した岩城橋の早期完成に向けて、国の関係省庁、国会議員、四国地方整備

局、県等に積極的な要望活動を展開しております。また、生名フェリーの因島側・長崎桟橋

の待機レーン拡張整備につきましても関係者と粘り強い交渉を続けており、今回の補正予算

にその一部を上程させていただきました。これと並行して、交通体系再編の協議も進めさせ

ていただきたいと思います。 

また、１０月２８日は「サイクリングしまなみ２０１８」が開催されますが、上島町を舞

台とした、「ゆめしまコース」にも約５００名の方々が参加される予定となっております。

皆さんの温かいご声援とご協力をお願いいたします。今回のサイクリングの募集でも人気が

高く、島への観光客増大に繋がる起爆剤となる分野ですので、今後も積極的に取り組んでい

きたいと思います。 

終わりに、これから来年度に向けた予算編成作業に入っていきますが、厳しい財政事情の

中、知恵を振り絞って少しでも効果が大きくなるような、そんな政策を組み立てていきたい

と考えておりますので、どうか、よろしくお願いいたします。 

（宮脇町長、降壇） 

○（濱田 高嘉 議長）   

はい、これで行政報告を終わります。 

 

日程第４、一般質問 

○（濱田 高嘉 議長）  

続いて、日程第４、一般質問を行います。 

一般質問を通告されております議員の皆様にお願いいたします。 

質問は最前列中央の質問席にて行ってください。質問回数は、会議規則どおり３回までと

しますので、質問事項毎に行ってください。ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

今回の一般質問通告者は７名です。それでは、はじめに、池本光章議員の質問を許します。 

○（３番・池本 光章 議員） （挙手）はい。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、池本光章議員。 

（池本議員、登壇） 

○（３番・池本 光章 議員） 

 議席番号１番・池本 光章です。本日は 1 件、「地区住民の平穏な生活を脅かす業者への

対応・取組みは。」ということでご質問させていただきます。 

生名尾又地区において農地を買収して葬儀場を建設する計画が現在進行しております。農

地の買収手続き、葬儀場の建設許可等について、法的に問題があるわけではございません。

問題なのは、地区住民の平穏が脅かされるということです。 

建設地には、個人の新築住宅があり、その住宅を取り囲むように葬儀場が建設されること
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になっております。農業委員会から土地を購入するにあたり、「周りの住民の方々は、セレ

モニーホールが建設されることを嫌がっていないですか」と聞かれたところ、「住民の皆さ

んには個別に回って説明をしている」と答えたようです。これは全くの虚偽報告で、説明を

受けたのはわずか 1 名で、しかも説明の内容は現実とはかけ離れたものでした。 

地区住民の人たちが知ったのは、建設予定地での基礎工事が始まってからで、業者に説明

を求め、後日説明会が開かれました。 

住民側は、建設反対を主張して工事の取りやめを要望しましたが、結論は出ず、とりあえ

ず工事を一時中止して、話し合いの場をまた設けるということで閉会しました。その後、何

の連絡もないまま工事再開の通知があった次第であります。 

６月の定例議会では、住民の生活が脅かされるということで行政から提案された「上島町

再生可能エネルギー発電設備の設置の規制等に関する条例」が可決されたところでありま

す。 

このような法的には抵触しないが地区住民の生活を脅かす業者に対して、今後どのように

行政として対応・取り組んで行くのか、ご説明をお願いいたします。 

○（宮 脇  馨 町長） （挙手） 

○（濱田 高嘉 議長）  はい、宮脇町長。 

（宮脇町長、登壇） 

○（宮 脇  馨 町長）  

ただ今の池本議員の質問にお答えします。 

まず、最初に、池本議員がご指摘されていたようにですね、６月の太陽光発電の件もそう

なんですが、現在、上島町に進出、侵入ですね、そう入って来られる業者の方々、このモラ

ルと言いますか、行動様式に大いに問題があるところがあります。この前の太陽光発電の件

につきましても、今回の台風２１号で大阪の方ではかなり大きな被害が出ております。太陽

光発電施設が、風で強風で吹き飛ばされて、それによる被害も出ております。こういったこ

とは現在の太陽光発電の施設設置基準とか、そういったものには殆んど盛り込まれてなかっ

たはずです。 

ですから、そういった面も考慮してですね、これから恐らく国の方で規制、何らかの法的

な縛り、こういったものが出て来ると思っています。その前に上島町としては、前回可決し

ていただきました条例ですね、こちらの方で対応してゆきたいと考えておりますし、今設置

している太陽光発電の高さとか、不安定さとか、そういったものも、もう一度現地で確認し

ながら修正すべきではないかというそんな気もしております。この辺は、また現地の方で再

度確認しながら取り組んで行きたいと思っております。 

それから、先ほどの葬儀場の件でございますが、これは基本的には県知事許可案件という

ことで、法的手続きを行っておる、そういう案件になります。建築許可等を受けた案件とい

う事になりますと、我々上島町としては手が出せない部分と言いますか、そういうところに

なってしまいます。この件につきましても、先ほど池本議員の方から指摘がありましたよう

に、現地、周辺住民、こちらへの説明、それから周知理解を得るための方法、その辺をどの

ようにしていくべきかという、ただ、一番難しいのはこういった動きは我々町として察知し
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て、どの段階でどういうふうに手を出して行くのか、合意形成をできるのか、ここで行政が

介入というか、そういうのが中々難しいところがございます。この辺は皆さんもご承知だと

思いますが、こういった案件を最終的にトラブルが起こった時しか手が出せないというのは

本当に不本意です。ただ、今のこの法的な手続きの中で条例等ですねえ、法案、条例等見ま

してもこの段階で私どもが「どうこうしましょう」と言うのは中々難しいと認識しておりま

す。 

まあ、本来ならば事業者の倫理としてですね、設計計画段階から地域住民に適切なコミュ

ニケーションを図る、十分に配慮して事業を実施すべきものであったと考えておりますが、

地方自治法第１４条第２項では、「義務を課し、又は権利を制限するには、法令に特別の定

めがある場合を除くほか、条例によらなければならない」とあります。個人の財産や営業の

自由の制限には、基本的人権の制限を行うこととなりますので、制限を行うには、慎重に検

討せざるを得ないという現実がございます。 

今後につきましては、地区住民の生活を脅かす行為と思われる行政事務案件につきまして

は、法令に違反しない限りにおいて、必要とあれば慎重に検討し、適切なスピードで取り組

んで行きたいと考えております。以上です。 

（宮脇町長、降壇） 

○（３番・池本 光章 議員） （挙手） 

○（濱田 高嘉 議長） はい、池本光章議員。 

○（３番・池本 光章 議員） 

 はい、ありがとうございます。あのー、行政サイドとしての対応の仕方については、もう

本当にそういった対応の仕方しかないとは思われます。これは私の方も理解はしております。

ただ、ええと、ここでもうあと２点ほど質問したいんですが、この葬儀場建設に当たっては

あのー、農業委員会で検討された案件であると思いますが、その案件が農業委員会で保留さ

れたり、保留されており、行政に報告されていない。または反映されていない事実があると

聞いております。特に、このような案件については、行政への報告が不可欠であり、行政サ

イドが判断して、必要であれば住民に「こういったことがありますよ」という周知がなされ

るべきではないかと、これが通常の流れではないかと思いますが、この点については、どう

お考えですか。 

○（宮 脇  馨 町長） （挙手） 

○（濱田 高嘉 議長）  はい、宮脇町長。 

○（宮 脇  馨 町長）  

 はい。農業委員会の立場というのは、非常に難しいものがあります。で、今回は農地のま

あ転用と言いますか、そういった案件かと思いますが、こういった流れは申請が出てきた段

階で、私の方もなるべくそれは、あのー、ですかね、連絡と言いますか、当然あのー、上が

って来るというか。ただその中身については、こういう案件が上がっとりますというのは出

て来るんですけど、どこまでの中身がこちらに上がって来るのかと、それはちょっと農業委

員会内部の話になりますので、そこまではちょっと承知しかねる部分もあるんですが、それ

と、もう一点は、農業委員会の権限として、農地の転用をどうするかという話になりますか
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ら、書式とか、内容等が不備でない場合は、それは許可せざるを得ない部分、それは当然出

て来ると思います。 

ですから、農業委員会にそれを委ねるんではなくて、逆にその後のことの対応をきっちり

とやって行った方が良いんではないかと私自身は思っています。行政として、先ほど言われ

たような、違法でないなら何をしても良いのかというような太陽光発電ではないですけど、

あのー、やっぱり危険とか、その周辺に対するどのような影響があるかとか、そういったこ

とに対しては、やっぱり業者を交えて地域の住民の皆さんが協議をする場を設けるのが一番

良いのではないかと思っております。相互理解ではなくては、そういう事業は成り立たない

と思っております。 

ですから、農業委員会がこれを許可したからどうのこうのではなくて、これはもう手続き

上の問題ですから、それはもうある意味仕方ない部分がございます。そういったことで出来

るだけ地域の住民周辺の住民の方と事業者が、協議をする場、しっかり協議をして欲しいと、

そういうふうな考え方で進めて参りたいと思っております。以上です。 

○（３番・池本 光章 議員） （挙手） 

○（濱田 高嘉 議長） はい、池本光章議員。 

○（３番・池本 光章 議員） 

 はい。町長の仰られるのは理解できるんですけど、あの、農業委員会で会議録、まあ、会

議があって「物事がこういった農業委員会の決裁によって進みますよ」という、そういった

流れは一応行政側に報告してもらわないと行政側は知らなかったら手の打ちようもないん

で。 

今回の場合にですね、あのー、実際に建築基礎工事が始まって住民の方々が分かったとい

う次第なんで、その農業委員会から農業委員会の中で「住民の周辺住民の周知はしています

か。理解は得ていますか。」というやり取りがあったわけですよね。にも関わらず、行政サ

イドとして、農業委員会の方として、周辺住民にその確認を行っていないという事もあるの

で、敢えてその確認をしておれば、周辺住民は、土地の売買があった時点でわかるはずなん

です。そしたら、その時点で話し合いの場もできたと思いますね。基礎工事が始まってから、

じゃあ中々難しいことがあって、土地の売買の終了時点であれば、不動産屋も不動産業者も

入れて話し合いが出来たはずなんです。そして、契約を白紙に戻すとか、他所の土地を求め

て住民も参加して、業者に協力することもできたはずなんです。そういった流れが、行政の

中の連絡が十分でなかったためで、ために行われていないという事も考えられるので、今ち

ょっとこうやって質問させていただきました。 

そしてあのー、そしてまあ、こういった葬儀場とかまあ、火葬場とか、ゴミ処理場、処分

地ですね、埋め立て地、こういった施設は往々にして、総論賛成、各論反対、「近所に造ら

れたら困るわ」というような意見が殆んどだと思います。今回の場合でも、「何故この場所

なのか、他に場所はなんぼでもあるんではないんですか」という事なんですね。お金儲けの

ために個人の住宅を取り囲んで、「住民がその犠牲になっても良いのか」ということだと思

います。 

６月の定例議会で、まあ、太陽光発電等に係る設置条例については、その規制については、
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上位法がございません。その中において、上島町条例でちょっと規制をかけたというこの前

それが決裁されましたけれど、そういったことを踏まえてですね、今問題にしている、こう

いった建築物について、住宅街にあっては一定の距離を置いて建設するとかですね、まあ、

「景観条例」ちょっと難しいかもわかりませんけど、何らかの規制が設けられないか、まあ、

今さっき意見を聞いたんで難しいのは分かるんですけど、そういったお考えはどんなでしょ

うかね、ちょっとお伺いします。 

○（宮 脇  馨 町長） （挙手） 

○（濱田 高嘉 議長）  はい、宮脇町長。 

○（宮 脇  馨 町長）  

 ええー、太陽光発電につきましては、まあ、具体的なそういうやり方とかですねえ、比較

的にまだ全国的に事例も動いている流れがあった中でやり易いというところがございます。

ただ今回の件につきましては、農業委員会のその審査、この時のまあ、審査の基準と言いま

すか、ええー、どこまで地域での合意形成が出来ているか、この確認部分ですね、これが非

常に難しいとこがございまして、先ほど池本議員が仰られましたような、その規制をかける

というわけにはちょっと難しいと思います。実際に、ええー、建築基準法とか、そういった

いろんな縛りがもう既にございますので、そちらからの、あのー、規制をかけるというのは

ちょっと難しい部分があると思いますが、ただあのー、地域の周辺住民との合意形成の確認

方法、こちらをもう少ししっかり充実していくという、その方法が一番現実的だと考えてお

ります。 

これから農業委員会の運営に当たっては、それをある意味スピーディーに、尚且つ適切に、

地域の住民の方々を巻き込んだ動きにすべきだと思っております。ただあのー、従来ですね、

農業委員会であまりにも時間をかけ過ぎて、それで告訴をされたこともあります。ですから、

そういう事もあのー、避けながら、この場合はどういうことがその議論の訴状に上っている

かと、そのことをきっちりと皆さんで共通認識として持っていただいて合意形成をしていた

だくと、そのことが一番大切だと思います。 

今回も、ですから、できたらもう一度業者さんと周辺の方が話をきっちりしていただくの

が一番良いのではないかと思うんですけど、その辺がちょっと私どもがそこに入って行くと

いうのは、行政としてちょっとできないので、その辺はご容赦願いたいと思います。以上で

す。 

○（３番・池本 光章 議員） （挙手） 

○（濱田 高嘉 議長） はい、池本光章議員。 

○（３番・池本 光章 議員） 

 はい、ありがとうございます。 

 ええーと、まあ、ここへこういうふうな文章があるんですけど、この文章はあのー今問題

になっている被害者に対して手紙で送られたものです。内容はですねえ、嫌味とも批判とも

取れるような文章なんで、本人は大変苦痛に感じております。こういったことが、あと実際

に起きておるんで、もう本当に言いようがないんで、こういった住民の生活を脅かす、まあ

太陽光発電にしてもそうなんですが、こういった業者に対して、どうぞこれからですね、監
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視の目をもって、厳しい監視の目をもってですねえ、住民を守っていただきたいというふう

に考えております。よろしくお願いいたします。以上で質問を終わります。ありがとうござ

いました。 

（池本議員、降壇） 

○（濱田 高嘉 議長） 

これで、池本光章議員の質問を終わります。 

 

○（濱田 高嘉 議長） 

続いて、平山議員の質問を許します。 

○（８番・平山 和昭 議員） （挙手）はい、議長。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、平山議員。 

（平山議員、登壇） 

○（８番・平山 和昭 議員） 

 議席８番・平山和昭です。今定例会では、1件の質問をさしていただきます。「上島町の

文化財保護行政と条例の見直し」という事でございます。 

ええー、質問内容としましては、現在、我が町には上島町文化財保護条例がありまして、

同条例第 1条には、「町内にある文化財は、この条例の定めるところにより、保存及び活用

のための必要な措置が講じられること」となっております。現在、町内には指定文化財と呼

ばれているものが３６物件ございまして、うち国、県の指定である５物件以外の指定にあた

っても、ええー、この町の条例第５条の規定によったと思われます。 

しかしながら、この第５条（指定）の規定は、第１条（目的）、第２条（文化財の定義）

と整合性が取れていないのではないか。２０１９年４月、上位法の文化財保護法、及び地方

教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正が施行されます。我が町の観光立町推進に

向けまして、文化財の観光資源活用への取り組みを加速するためにも、上島町の文化財保護

や保全に関する規定等の見直しや再整備をするべきではないのか。 

そこで、次の点につきまして理事者の考えを明らかにされたい。 

１．現在、町指定文化財とされているもののうち、国、県の指定乃至登録されている５物

件を除く３１物件につき、指定の根拠とされると思える当該条例の第５条と当該条例第

1条、第２条との整合性はどうか。 

２．来年４月から、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正が施行されるに

あたりまして、文化財保護行政が、教育委員会固有の職務から、地方公共団体の長が担

当できるよう条例の制定が可能となっております。我が町の、今後の文化財保護行政に

ついてどう考えておられるのかご答弁願います。 

○（宮脇 馨 町長） （挙手）議長。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、宮脇町長。 

（宮脇町長、登壇） 

○（宮脇 馨 町長）  

 平山議員の質問につきまして、お答えいたします。 
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 １点目の「条例の第５条と第１条、第２条との整合性はどうか」という、その点につきま

しては、現在、上島町内には、指定及び登録されている文化財が合計で３６件ございます。

そのうち、国指定文化財が３件、国登録文化財が２件、県指定文化財が３件、町指定文化財

が２８件です。町指定文化財は、合併前の旧４ケ町村時代に指定されたもので、いずれの文

化財もそれぞれの地域の歴史や文化、自然を理解するうえで重要なものであります。また、

学術的な価値を有しておりまして、それらは条例により、文化財保護の目的及び文化財の定

義に基づいておりますので、整合性をもって指定されていると理解しております。 

しかしながら、町村合併後に新たな文化財の指定は行われていないわけで、今後は、これ

までの調査研究成果及び時代の変化に即した文化財指定を行う必要があろうかと考えてお

ります。 

２点目の「今後の文化財保護行政について」という事でございますが、文化財保護行政は、

政治的中立性や継続性・安定性の確保、町長部局が行う開発行為との均衡を図る必要がござ

います。このことから、これまで上島町では、教育行政部局が文化財保護行政を担当してき

ました。そのような中、「文化財保護法及び地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一

部を改正する法律」が成立し、平成３１年４月１日から施行されることとなりました。この

法律は、これまで保護中心であったものから文化財保護行政の方向性を保護と活用の両立へ

大きく転換するものであり、地域の文化財をまちづくりに活かす地方公共団体への支援も盛

り込まれております。 

今後、文化財を活用したまちづくりを推進する上島町においても、景観及びまちづくり等

の事務との総合的な事務の管理執行を検討する必要があります。いずれにせよ、町長部局、

教育行政部局のどちらが担当することになっても、文化財の魅力や価値を失わないようにす

るため、職員の育成や専門性の確保に努めて参りたいと考えております。以上です。 

（宮脇町長、降壇） 

○（８番・平山 和昭 議員） （挙手）議長。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、平山議員。 

○（８番・平山 和昭 議員） 

 はい、ええー、まあ条例というものがございましてねえ、あのー行政としては、「条例に

則っていることをしていません」と、言うのであろうというふうに思っていますが、この上

島町の文化保護条例というものの、そもそもの成り立ちから考えますと、この第 1条の目的

というのはですねえ、これはもうあのー、いわゆる国が発掘した物件についての保護を謳っ

ているんですよ。で、上島町の保護条例というのは、基本的には、昭和２５年に、ええーま

ああのー文化庁が、全国の知事宛てに配布した通達のまあ、殆んどデッドコピーと言っても

良いぐらい内容的には同じです。そして、この第５条までは、その目的と文化財の定義とい

うのは、全く国、県の定義と同じです。それはそうですね。違います？ 

ええーと、そうなりますとですねえ、この目的というのは、この条例の目的というのは、

基本的に、まあ、その例えて言えば埋蔵文化財的なもんであると。そして、文化財の定義と

いうのは、これは全く国と県との同じことで、国にとって大事なものという、これが定義な
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んです。これが条例の第１条と２条の文化財というものの定義と考え方なんですよね。それ

からいきますと、この５条の指定というのは、「町がこれが町が単独にできます」といった

ような条例ですが、前の条文とのこの整合性が取れないでしょうという事なんです。 

ですので、この第５条には、一つの案とすれば、「前２条あるいは、前３条に規定に関わ

らず、町はこうできます」と言えばこれが活きて来るんです。要するに、その整合性が取れ

てないというのはですねえ、まあ言葉の綾というわけではないですけども、そういうふうに

この条例が作られたそもそもの目的が、まあ、良くあるんですが、上位法が出てきたその通

達が出てきてそのまま町に当てはめて作っていく。それだけじゃ、やっぱり合わなくなって

来るんですね。そして、この上島町のうちのまあ、保護条例というものに関しましては、も

し保護条例でもって、町の独自の文化財を指定していくんであれば、この第５条は、前の定

義、前の定義というのは２条の定義というのは、要するに国が持っている文化財の定義です

よね。それにも関わらず、町がこれが文化財と認めるんだったら「町の指定文化財でできま

す」という条例にして行かないと、今ある指定している文化財も実はこれ行き場が無くなっ

て行くというふうに思うんですよ。 

ですから、この第１条の目的、これは、そもそもこの今上島町が仮に町の文化財としてい

る物件に逆に当てはまらない、厳密に言えば。で、そこをよく読んでいただきたかったんで

すが、ですから整合性というのはそういう事です。上島町が第５条によって、この第５条に

よって、指定するんであれば、やはり、この第５条は、前の段階の国の文化財定義、それと

は別に町の文化財の定義というものがあって初めてできるという事なんで。あのー、これは

これとして、別のあのー要綱なんか作ってもいいんですけども、そういう形でやって行かな

いと新しい文化財の指定ができなくなってくる。 

そして、現在まあ、宮ノ浦辺りでも発掘していますが、あれも別に国が今、まあ大事だか

らといって先明るいですけども、まず、町が文化財として認定しながら町の文化財として認

定してから住民の理解を、関心を深めて行くことが必要なんで、やはり町が単独に町の文化

財を指定できる仕組みに条例をちょっと改正した方がいいと、いうふうに私が思って質問し

ているんです。 

あのー、分かっていただけたでしょうかねえ。あのー、定義、１条の定義、これはもうど

こまで行っても、国の文化財保護法の定義そのままです。つまり、文化財という定義も、こ

の保護の定義もあのー目的も、この国、県の、県も当然国なんですよね。国と同じコピーし

ているんで、そのままなんで、それをそのまま町の独自の判断材料にするにはやっぱり、こ

の第５条に何がしかの文言の追加がいるんではないかというふうに考えておるんです。 

ですので、今ここで、まあ、それをどうこうしてくれと言いませんが、あのー、この前も

台風でいろいろ指定されていないけど、この町の大事な文化財が壊れていますし、そういっ

たものを、まあ民地だから民地がやれという話でもございませんので、これが町の文化財と

して指定されていれば、その修理、保存なりについても何がしかの町が支援できるというふ

うに思っていますので、ええー、これからもどんどん、その文化財というのはまあ、町の文

化そのものですから、それを文化財を指定して行きながら、そしてまあ、人口減っておりま

すし、管理する団体も減っておりますし、それは何がしかの形で行政が支援できるためにも、
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その根拠となる保護条例がもう少しそのー、それに即したものじゃないといけないかという

ふうに考えるわけです。 

ですので、改めて今申し上げた事を勘案して読み返していただいてですねえ、この第５条

に、でもって、新しい文化財が指定できるという形にしていただければ宮ノ浦もそうですが、

あそこの、大きく崩れましたけども、岩城の西部の八幡宮もそういった意味では、まあ、町

からの援助の手も差し伸べられるという事なんで、今後まだ他にもですねえ、文化財に町の

文化財として指定した方が良いかと思う事は、まあ、いろいろありますけども、そのために

も、この根拠となるのがこの条例であるんであれば、この第５条には、それができる文言を

追加していただいて、整理したらいいかなというふうに考えておるわけです。それはやって

いただけますかね。 

 そして、まああのー、教育委員会のまあ、今までは教育委員会独自のまあ、事業として文

化財保護があったんですが、先ほどのまあ町長の答弁ではまあ、どちらでもつかない、まあ

あのー、お話でしたが、まああのー、行政部局、町長部局でそれをメインにするのか、ある

いは、あのー、教育委員会が今までどおりメインとしながら、しかもそのー、そこに首長と

しての介入ができるというふうに思うんですが、そこら辺の条例を何か考えてみるという事

はどうですか。 

○（宮脇 馨 町長） （挙手）はい。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、宮脇町長。 

○（宮脇 馨 町長）  

文化財につきましてはですね、本当にまあ国、県、それから町という流れで、実際に現在

あのー、日本のそういった文化財の中で、やっぱりまず、国が指定して、その後に県が指定

してみたいな、そういう流れが、先ほど仰られましたようなございますが、ただあのー、町

として、どう位置づけて、どうやって流れを作って行くかというのは、かなりあのー、厳し

いとこは現実としてはあります。ただ、宮ノ浦なんかもそうだし、逆に、今、弓削で塩の文

化を全部掘り起こしています。 

それから、中世の城郭とか、要はここに、我々が生業をして続けてきた、その流れという

ものは、まあ一つの大きな文化のポリシーになるんじゃないかと思っておりますので、先ほ

ど言われたような中で、ええー、どういう位置付けをして行くかという、そういう基本的な

考えを謳うべきだと思っています。それは、今の５条の取り扱いについて、その中にどうい

うふうに盛り込むかというのは、逆に文章では本当に難しい部分があると思います。ただあ

のー、どこまでが文化財で、どこまでが普通財産と言いますか、その一般的なものとかとい

う、その線引きをどこでするかというのは、かなり難しくなって来るという認識をしており

ます。で、やっぱり文化財にちゃんと指定するという事は、それをどういう形で活かして保

護して行くという、当然それがついてきますので、そのことも踏まえまして、この辺につき

ましては、逆に文化財保護審議会とか、そういった教育委員会部局とか、そういった中で、

もっともっと議論を煮詰めて行って、先ほどの５条の方に反映さして行く必要があると思っ

ていますし、合意形成と言いますか、まああのー、レベルですね、このレベルまではきちん

とやりましょうというような、そういうのをガイドライン的なものを作って行かざるを得な



14 

越智郡上島町議会会議録 平成３０年９月１２日 開催 

 

いと思っております。 

ええー、かなり広範囲に亘って、こういう案件が出て来るんではないかいうことも考えら

れますので、そうなると逆に保護できるのかという問題も出てきます。ただ、ええー、先ほ

ど来申し上げておりますように、上島町としての系統立てた文化財の流れみたいな、そうい

ったものを目安として打ち出して行くのが一番良いのではないかと、そんなふうに考えてお

ります。以上です。 

○（８番・平山 和昭 議員） （挙手） 

○（濱田 高嘉 議長） はい、平山議員。 

○（８番・平山 和昭 議員） 

 あのですねえ、第５条の改正等はそう難しくないんですよ。要は「前の１条、２条、３条

等に関わらず、町はできる」というふうに入れればいいんで、ただその場合、町としての文

化財の定義というのをしていかないと合わなくなってくるという。ですので、その町として

の文化財の定義をここの中に入れるか、あるいは、まあ、あのー他の形でするかにしても、

町としての文化財の定義ができないと、そりゃあ難しくなるのは当然なんですね。 

そして、現状のその法令についてはですねえ、本当にそのまあ、これ古い話なんですけど

も、昭和５０年にですねえ、これはあのー、都道府県の教育委員長宛てに文化庁の次長が通

達しているんで、結局最終的には「都道府県にとって重要なものを文化財に指定しなさい」

とは言いながら、「都道府県にとって重要なものというのは国にとって重要なるって意味で

すよ」って、ここに書いているんですよ。上位法と全然変わらない。であれば、同じように

上島町にとって大事なものっていうのは、国にとって大事なものいう事になるんで、そりゃ

あ、何でもまあ、何でも国にとって大事やっていうたら大事ですけど、文化財の定義はね、

どこまでいってもそのー、上位法の保護法の下で、県に対しても国は言っているということ

なんで、やはりあのー、議論していただいてですね、上島町の文化財はどういう定義にする

かと。当然、国の文化財、国が定義する文化財も当然ありますし、それが同じであれば、イ

コールであれば、上島町の独自の文化財の指定はできないんです。いうことになるんですね。 

ですから、上島町の独自の文化財が指定をするためには、独自の定義付けをしていかない

といけない、という事なんで。あのー、そういう意味合いで、やはりまあ、どこが担当する

にしても、町の文化財、国の文化財、県の文化財と言いますけど、これが全部国からすれば、

国にとって大事なものという括りで言っているんで、それだったら上島町独自に出来難いと

いう事になるんで、ぜひ、この定義付けも含めたことで新しい指定をまあ、増やしていただ

きたいと。 

そういう中でですねえ、まああのー、さっきちょっと申し上げましたが、壊れたときの補

修とか、いう事につきまして、やはりあのー、ふるさと事業の補助金制度もそういう文化財

に対しては特定するようなことをちょっと含めていただいてですね、いろいろあのー町民の

皆さんが、ふるさと事業を使っていながら補修して、補修なりいろいろやっておりますが、

文化財に対しても特段そういうその補助金をもらえますとのこともちょっと見直していた

だきたいなという事で。民を官がする意味じゃなくて、民が自分がやるにしても、やはり応

援が要るという事なんで、応援をしてあげられるような、根拠になる、そういう規則などを、
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もう一度見直していただいて整備していただきたいなあ、というふうに思うわけです。 

まああのー、いろいろ申し上げましたけども、私としては、そういった意味合いで上島町

の文化財保護条例は、やはりその５条の５条と１条、２条は、整合性が取れていないという

ふうに思っていますので、整合性が取れるということについての５条についての、その見直

しっていうんですか、それをちょっとしっかり考えていただきたいなと思います。いやあの

ー、考えていただけるかどうかをご答弁いただいて。 

○（宮脇 馨 町長） （挙手）はい。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、宮脇町長。 

○（宮脇 馨 町長）  

 先ほどご提案させていただきました、５条の改定等ですねえ、基本的に私は、これあのー、

特記事項、町独自のものを定めることができるという文言が適切かと思っております。 

で、それ以降につきましては、まあ、要綱とか、そういったところで定める方が適切だと

思います。まあ、上位法がありますので、ええー上島町で独自のものという、そういうもの

で、文化財としての価値、それを位置付けるためにはやっぱり相当、文化財としての重要性

をどうやって位置付けるかという事も出て来ますんで、これはまああのー、町独自なものを

そういった特記事項で指定することができるという事で、あとは、逆にまあ要綱等できちん

とそれをあと後押しできるような、そこには、まあ皆さんの合意形成の中で「上島町として

の文化財はこうですよ」という、そういう位置付けを作って行く必要はあると思っています。

そっちの大きな流れをまずきっちりやって行かないと、この特記事項は活きてこないのでは

ないかと思いますので、その辺できちんとやらせていただけたらと思っております。以上で

す。 

○（８番・平山 和昭 議員） （挙手）はい。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、平山議員。 

○（８番・平山 和昭 議員） 

はい、あのー、いう事でございますので、そのーそういう定義と、それから住民の皆さん

にそういう意識付けをするための議論を可及的に速やかにですね、やっていただいて、台風

対応等にも活用できるようにお願いしたいと思います。以上です。 

（平山議員、降壇） 

○（濱田 高嘉 議長） 

これで、平山議員の質問を終わります。 

ここで、９時４０分まで休憩いたします。 

 

（ 休 憩 ： 午前９時３１分 ～ 午前９時４０分 ） 

 

○（濱田 高嘉 議長） 

ええー、会議を再開いたします。 

続いて、寺下議員の質問を許します。 

○（６番・寺下 滿憲 議員） （挙手）はい。 
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○（濱田 高嘉 議長） はい、寺下議員。 

（寺下議員、登壇） 

○（６番・寺下 滿憲 議員） 

ただ今、議長の方から一般質問に対しての許可をいただきました。議席番号６番、寺下 滿

憲です。住民と日本共産党を代表いたしまして、今回２件の案件を提出しております。 

ええー、第１問目といたしまして、「平和行政を後退さすな。」この件について質問をし

て行きたいと思います。 

広島、長崎に原爆が投下されてから、７３年になりました。２０００年に核保有国含む１

８７カ国が、核兵器廃絶の明確な約束を合意し、２００９年におきましては、オバマ大統領

のプラハ演説で、「核なき世界」、世論も活気づけられ、各国の核兵器廃絶への向けての大

きな前進をして来ています。そして、昨年の７月７日、皆さん方もご存知のように、核兵器

禁止条約が国連で採択されることになりました、至りました。条約の文の中においても、初

めて（ヒバクシャ）という言葉を書き込み、市民社会、とりわけ、女性の核廃絶運動への積

極的な参加、サポート、平和軍縮教育の重要性を明記した事は、重要であります。 

私は、２００３年の６月定例議会で「平和行政を進めよう」とのことで一般質問をしまし

た。当時の総務課長は、写真パネル展だけではなく、懸垂幕やモニュメントなどによってア

ピールを検討し、平和行政を更に推進して行きたい、このように答弁をいただきました。 

そして、当時の教育課長におきましても、教育委員会では、道徳教育の中で平和行政につ

いては、各学校において取り組んでいる。今後も推進をして行くことを答弁いたしました。 

また、宮脇町長新体制になりましてから、昨年の６月におきましても、平和行政を推進す

るよう一般質問をしました。町長は自ら平和憲法は大好きだ、このように答え、現在の原爆

写真パネル展、学校教育の中で施設の見学や授業、更に、広報誌による「平和意識啓発等の

途切れなく継続して行きたい」このように述べました。答弁をいたしました。 

では、その後、どのような実施の結果を生み出し、そして、今後どのような実施計画を進

めて行くのか。その答弁を求めます。 

○（宮脇 馨 町長） （挙手）議長。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、宮脇町長。 

（宮脇町長、登壇） 

○（宮脇 馨 町長）  

 先ほどの、寺下議員のご質問にお答えします。寺下議員の再三の質問に対してですね、本

当に十分な行政としての動きが取れていないことを、まずお詫びいたします。 

 平和行政という事で、ええー、今ここに手持ちの資料を作っておりますが、これは平成２

６年度以降の中で先ほど仰られました、平和原爆パネル展示、これを続けておりまして、そ

れ以外には平成２９年から平和行進これへの賛助金という事でやらせていただいておりま

す。ただ、町を挙げてのですね、平和行政という動きというのは、残念ながらまだ、あのー、

骨子と言うか、そういった基本ができていないのが現状でございます。先ほど、寺下議員の

方からご指摘がありましたように、世界情勢の中で、特に北朝鮮とか、中国とかそういった

動き、それから、ええー、ですかね、あのー、イラン、イラクあちらの方も含めまして、中
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東情勢、世界的に本当に平和が危機的な状況になっているのは認識しております。 

こういった中で、子供たち、それから将来を担ってくれる子供たちに憲法９４、大切さと

か、それに対してどういうふうな自分たちの考えを表現して行ったら良いのかとか、そうい

ったことを実際にどういうふうに実現して行ったらよいのかというのは、かなり難しい部分

もございます。ええー、実際に、広島、長崎でそういった行政運営されているところは、い

ざ知らず、日本全国の中でですね、こういった地道な取り組み、大切な取り組みを着実に行

っているところというのは、まだまだちょっと、私どもの参考になる部分というのは、中々

見つけきれていない。それから、それを参考にしながら取り込めていないというのが実情で

ございます。ただ、そう言いながらもですね、どんなことができるか、どういうことをすれ

ば、意識啓発になるのかと、そういったことは真摯に取り組むべきだと考えております。 

 ええー、以前に寺下議員の方からモニュメント等、それから懸垂幕等のお話ございました

けども、ええー、モニュメントについてもですね、これは経費等々いろいろありますけど、

今、まだまだ全然固まっていない中ですけど、広島におりづるタワーというのがございます。

ええー、これは禎子の折り鶴をモチーフに、そういった原爆に対する平和への祈りを表す一

つの象徴だと考えております。そういった意味で、こういう雰囲気のものであれば、町民の

皆さんに少しでも理解していただき易い、そういうモニュメントが作り得るんではないか、

そんなことは私の頭の中では、まだ考えている段階なので、これをじゃあどうやって実現す

るか、皆さんの合意をどうやって得るとか、その辺の事は、これからもう少し考えながら進

めさしていただけたらと思っております。 

 それからもう一点、子どもさんたちに、平和教育を進めて行くという大きな流れの中で、

広島の原爆資料館というのは、凄く大きなインパクトがあると考えています。で、これは、

今、生名小学校の児童さんが、ここに研修に行きたいという提案の予算を上げておりますが、

これにつきましてですね、私は生名小学校だけでなくて、上島町の児童全員が行くべきでは

ないかと、それを痛切に感じております。ええー、これから先、今年はその予算になるかも

わかりませんが、出来るだけそういった意味でのですね、子供たちに、心が柔らかいうちに、

ぜひとも、そういった物をしっかりと見ていただいて、自分たちで判断できるような、そう

いう機会を与えるべきだと考えております。まだまだご指摘のとおり、十分な計画的な平和

行政というか、そういう考え方十分にできておりませんが、そういったことで、これからで

すね、もう少し馬力を上げて取り組んで行けたらと思っております。以上です。 

（宮脇町長、降壇） 

○（６番・寺下 滿憲 議員） （挙手）はい。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、寺下議員。 

○（６番・寺下 滿憲 議員） 

 ただ今、町長の方から答弁いただいたわけではありますが、手許にいただいたこの、私の

一般質問の年表、表を作っていただいたんですけど、まあ先ほど町長の方から報告がありま

したが、この年表、表はどこの課が作られたんですか。町長自ら作ったものですか。まあ、

どうも総務課が作られたようですけど、あのー、もう少し上島町の平和行政について認識し

て行かないといけないのではないかと私は思うんですね。あのー、こんなに平和行政、紙切
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れのペラペラの安い平和行政、上島町、今日までしとるわけではないんでしょう。小中学生

が広島の平和公園へ行って、平和記念資料館を見学した経緯もあり、また、中学生が、校外

学習で福山の方に行かれたこともあるんですね。 

それでは、なぜ報告の中に書き込んで来ないのか、書き込んで来ないという事は、町長が

いくら私に対してここで答弁をしても、笛も吹いたし、太鼓も叩いた、鐘を鳴らしたけれど、

職員自体が、私は平和行政に対する認識がなされてないのではないかと思うんですね。 

では、それぞれの担当課、それぞれの自分の課だと思ったら答弁していただいたら、あの

ー、あまり町長が前面に立ってね、答弁すると、まあ、先ほどの同僚議員の質問にも町長が

して、農業委員会の件が出たのに、農業委員会の担当課長は、何にも弁明があったのか、無

かったのか、何もこの場で答弁しないんですね。聞いている私、議席から見たら、農業委員

会いうてあまりにもその事実がそうなのか、そういうふうに捉えてしまうんですね。そうじ

ゃないですか。 

 では、本題に返らしていただきます。 

 ええー、町長は、先の昨年の６月定例議会で、広報等で、平和啓蒙活動をしたいという事

を言っていましたね。では、この町長が答弁してからの今日まで、じゃあ、かみじま広報に

おいて、平和についての啓蒙活動をして行ったのかどうなのか。ええー、私の察するところ

では、えーとですねえ、広報の中で、平和のいわゆる「への字」を見たのはね、２０１８年

の１月号、「平和の誓いを新たに」、上島町及び上島町遺族会と共に戦没者追悼式を行った

という写真を掲載しただけなんですね。そのような行事を行ったならば、そこで本当に平和

を願うなら、何らかのコメントを出しながら住民の方々に平和運動への呼びかけを図るべき

ではないのか、このように思うわけであります。 

ええー、そして、教育行政の中において、昨年、県の方の委託事業といたしまして、まあ

昨年の質問ですけれども、本来２０１６年度の愛媛県が委託事業といたしまして、県の被爆

者に対して、ＤＶＤの「未来への提言」という制作をしたんですね。それ昨年度のここで質

問する中で、教育長に、「そういうようなものが、上島町にも教育関係に配布されているよ

うなことですが、上島町にも配布され、その教育がなされているのか」、この事を質問する

と知らなかったので、以後、後日、改めて認識をするという事でしたが、その点はどうなの

か。 

そして、町長が議会答弁した事は、それぞれの課にお互いに共有し合っているのかどうか。

このことを私は、非常に疑問に感じるんですね。町長、本当に私、立派なことを言われてい

るけれども、それが実現して行かないのは、どこに問題があるのか。その点を私は、痛切に

感じていますので、今言った点について、町長ではなくて、それぞれの担当課長が答弁をし

ていただいたらと思います。よろしくお願いいたします。 

○（濱田 高嘉 議長） 

 どなたが答弁されますか。 

○（梨木 善彦 教育課長）（挙手）はい、議長。 

○（濱田 高嘉 議長） 梨木教育課長。 

○（梨木 善彦 教育課長）  
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はい、平和教育におきましては、子供たちが戦争の悲惨さや平和の尊さを学び、平和な未

来の実現に向けて自分たちができることについて、考える学習が大変重要であると認識して

おります。 

児童生徒におきましては、国語、道徳、ええー、社会の各教科等で教科書教材の中で、ま

た、総合的な学習の学習平和都市広島についても学んでおります。 

ええー、また、特別活動においては、遠足等の機会を捉えて平和記念公園などに現地研修

を行って平和教育をしております。以上です。 

○（古本 正 総務課長）（挙手）はい。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、古本総務課長。 

○（古本 正 総務課長） 

 事前に配布しておりました資料に、教育行政の事を記載漏れしておりました事をお詫び申

し上げます。一応、私の行政側から教育委員会の方に問い合わせをして、資料はメモ書きを

しておりましたが、今回の資料、配布した資料に記載がなかった事をお詫びします。 

 そしてあのー、今後なんですが、一応、先ほど町長も言われましたが、モニュメントなん

でしょうか、まあ、一応、他市町の状況を良く調べたうえで、こう何ができるかどうか、ま

あ早めに検討したいと思います。以上です。 

○（濱田 高嘉 議長） 他に答弁ございませんか。 

○（６番・寺下 滿憲 議員） （挙手）はい。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、寺下議員。 

○（６番・寺下 滿憲 議員） 

 私の、質問したことに、中々全部、答えが返ってこないのですね、広報の件、聞いたら企

画（広報情報課）の方の答弁をすべきではないか。 

そして、教育長は、昨年答弁した事について、その返答をすべきではないか。このように

思うんですね。あのー、議員の質問の仕方が悪いのか、そちら座っとる人が、ええー理解が

し難い、議員があんまり賢くないのかな、私常々思うんですね。わかり易くよう質問せんの

です。 

やはり、そこらきちっと質問されたことをなるべく努力をして、理解していただいてね、

答弁を願ったらと思うんです。まああのー、後ほど、それぞれの今、追加でお願いした点に

ついては、答弁していただけるものと思いますが、まあ参考までにあのー、議会の活動はど

うなのかというと、議会は、まあ今、町長は席に座っていますけど、町長が議員におる時代

２０１１年の６月には、上島町は「非核宣言」をしとんですね、町長記憶あります。私は議

席が無いのに、誰があのー「非核宣言」をやろういう音頭取ったのか。まあ、町長が議員の

時代にやってくれたんだと喜んでおったんですね。ええー、そういうふうに「非核廃絶宣言」

を県下、今２０市町ですかねえ、そのうちにおいても上島町いち早く「非核宣言」をしてお

るわけなんですね。そして、非核廃絶の署名をしたり、被害者救済への国家補償求める意見

書等々、本当に平和に対する取り組みを議会側からもやっとんですね。今の国際的な核をな

くそういう署名した人たちも、意見書にしても、昨年もし、また、今回も請願書を提出して、

議会側は頑張って行きよんですね、やっぱそこらも行政側が汲み取って欲しい。 
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ええー、そして、先ほどから言われているモニュメントや懸垂幕についても、２０市町の

うち８つの市町がまだそういうアピールをしていないんですね。ええー、一つひとつ読み上

げて見ますと、四国中央市、伊予市、松前町、西予市、伊方町、松野町、愛南町、上島町、

この８つが宣言をしているけれど、まだ、町民に対してや町外に対しての人に対しての私た

ち平和を守っている町ですよ、地ですよ、というアピールが、中々表面化していない。だか

ら、今回、是が非でも上島町は、その８の市町から抜け出すためにも懸垂幕の一つでも庁舎

でも良いし、立石港の上島町の玄関口でも良いから懸垂幕を、平和を願うアピールをする。 

そして、モニュメントにしての先ほど町長が言よった、広島の折り鶴を参考にしても良い

し、石の石塔で、平和をアピールしても構わないし、いろんな形で取り組むことが求められ

ているのではないかと私は思うんですけど、その点、教育長と企画課長（広報情報課長）が

答弁したあと、町長の最高責任者としての答弁をいただいて、第１問目は終わりたいと思い

ます。 

○（濱田 和保 教育長） （挙手）はい。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、濱田教育長。 

○（濱田 和保 教育長） 

先ほどの寺下議員の質問なんですが、被爆に関するＤＶＤの配布につきましては、あの後、

一応事務方の方に配布しているかどうか確認をするようにと指示をしております。一応配布

していると、でしょうという事で。と聞いていたんですけど、その後、一応報告がまだ来て

いない状況なので、これは取り急ぎやるようにしますのでよろしくお願いいたします。申し

訳ありませんでした。 

○（蓼原 洋樹 広報情報課長） （挙手） 

○（濱田 高嘉 議長） はい、蓼原広報情報課長。 

○（蓼原 洋樹 広報情報課長） 

先ほどの寺下議員の指摘につきまして、広報関係ですね、つきましては、まあ特集を年に

数回しておりますので、そういったところからですねえ、平和行政…（寺下議員「議長、さ

っぱり聞こえんわ」、濱田議長「もう一度ちょっと」）  

 広報におきましてもですね、年に数回特集を組んでおりますので、そちらの方でもですね、

平和行政の特集を組んで周知をしたいと思っております。 

○（宮脇 馨 町長） （挙手） 

○（濱田 高嘉 議長） はい、宮脇町長。 

○（宮脇 馨 町長）  

 はい、先ほど来のご指摘のとおりですね、この件に関しましては、まあ教育、それから、

一般の住民に対する啓発、それから啓蒙ですね、そういった大きな取り組みが必要とされて

おります。ただ、戦後７３年経った今、沖縄の現状とか、本当に、逆にこの国の意識自体が

後退しているような、そういう感すら見受けられる昨今でございますが、やっぱりこういっ

た、戦争で傷つくのは我々一般庶民でありますし、町、住民と言いますか、弱い人ほど命を

本当に削られるという、そういう悲しい現実がございます。これは世界共通だと思いますし、

そういった中で人権も含めた、こういった平和は何かというのをしっかりと教育の中に取り
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組んで、それを町民の皆さんと一緒に意識を共有しながら、そんな町を作って行く必要があ

ると痛切に感じております。 

 ただ、あのー、先ほど来、具体的にじゃあ、どれをどうして行くかという事になりますと、

もっとしっかりとした組立が必要だという事は十分認識をしておりますが、まだまだできて

いないのはご指摘のとおりであります。これは猛省しながら、本当に真剣に取り組んで行き

たいと思っております。まあタイムスケジュール等については、ここではまだ全然私の頭の

中でちょっと浮かぶだけでございますが、これから職員と一丸となってそういった流れを作

り出して行きたいと思います。以上です。 

○（６番・寺下 滿憲 議員） （挙手） 

○（濱田 高嘉 議長） はい、寺下議員。 

○（６番・寺下 滿憲 議員） 

 まあ、町長からもそして、企画（広報情報課）からも最終回答いただいたんですけど、ま

ああのー、大きな事を望むんではなくてね、手近なとこから一つひとつでも進めて行かない

と、「大きな構想を練っています、練っています」と言うて毎回練られても、それは実現し

て行かないのでね、あのー企画課長（広報情報課長）、もう少し大きな声で自信を持って、

先ほどから聞いていますと、学校行事もいろいろ取り組んでいるのなら、「それを広報によ

って報告いたします」とか、掲載して行きます言うて、何ぼでも記事は住民に知らせようと

思うと「議会だより」にしても「かみじま広報」にしても、誰が何を求めて、何が読みたい

のかと思ったら、いくらでも記事は提供できるんですね。 

そういった点を踏まえて、もう少しあのー、広報のあり方等々も毎年毎年、その時期が来

たら毎年同じ記事が出て来るんではなくて、新しいもの、新しいものを取り入れて行って行

くような情報企画課（広報情報課）になって欲しいと思います。 

 では、余談でしたが、２問目に行きたいと思います。 

 「豊島のコミュニティセンターの活用」です。これコミュニティセンターと読んでいいの

かどうか。あのー、昨年条例廃止されたわけですが、そのことについて少し質問して参りた

いと思います。 

 ええー、豊島のコミュニティセンターは、国の補助金を受けて建設した、目的を持った施

設でありましたが、町有施設の目的外使用がしたい、目的外使用の可能性を見出すために国

や県との協議を経て、昨年ですね、６月の定例議会において、条例を廃止し、そのことによ

って、更なる有効な活用をして行きたい。これに向けての体制を整えて行きたいというよう

な、このような報告がなされたわけであります。 

 しかしながら、その状況が中々まあ見えて来ないんですね。そしてあのー、あれは３月か

４月頃あったと思うんですけど、議員協議会で町長の方から報告を受けたピースウィンズ・

ジャパン サマーキャンプですかね、この実施をするというような事を無理に議員協議会の

中で報告する必要性がないものを報告をしたのですが、その実施をしてどのような結果を生

み、どのような報告がなされたのか、その報告を伺いたい。 

そして、ピースウィンズ・ジャパン・グローバル・シチズン・スクール計画が昨年でした

かどうか、あのー、議会の方にも資料提供をされたのですが、そのことについても、町自体
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がどのようの関わりをもって今日まで進んで来ているのか、このことについての答弁を求め

ます。 

○（森本 英隆 農林水産課長） （挙手） 

○（濱田 高嘉 議長） はい、森本農林水産課長。 

（森本農林水産課長、登壇） 

○（森本 英隆 農林水産課長） 

ええー、寺下議員のコミュニティセンターの活用と将来についてにお答えいたします。 

豊島コミュニティセンター施設につきましては、平成３０年度の１年間、特定非営利活動

法人 ピースウィンズ・ジャパンに無償貸付けによる使用貸借契約を締結し、用地につきま

しても、賃貸借契約により、１年間貸付けておりますが、現在毎日利用しているわけではご

ざいません。 

使用目的どおり、町内外の住民とのアートを切り口とした交流拠点や地域住民のコミュニ

ティ活動として活用されております。 

宿泊につきましては、昨年８月に韓国の中学生１５人と引率者が、今年７月に一般の団体

客１２人が利用しております。 

また、来客対応時にスタッフが宿泊したり、ゲストハウスが満室の場合には、招待客の一

部も宿泊をしております。昨年１０月、１１月、１２月と今年５月には、海外のアーティス

トを含む美術関係者が見学に訪れております。 

今後につきましては、譲渡につきまして協議を行っているところでございますが、現代ア

ート関係の書籍や資料を集めたライブラリーを設ける計画で、現在詳細につきましては、現

在、検討をしております。 

なお、サマーキャンプ、それからスクール計画につきましては、教育委員会からお答えを

いたします。 

（森本農林水産課長、降壇） 

○（濱田 和保 教育長） （挙手） 

○（濱田 高嘉 議長） はい、濱田教育長。 

（濱田教育長、登壇） 

○（濱田 和保 教育長） 

ピースウィンズ・ジャパンのサマーキャンプについては、私からご説明いたします。 

去る、７月２４日から７月３０日までピースウィンズ・ジャパンによるサマーキャンプが

韓国・シリア・アメリカ・日本の４か国、１７名の子供たちによって行われました。ええー、

２４日から２７日は広島県の神石高原町で、２７日から３０日にかけてこの上島町で開催さ

れました。 

このスクールでは様々な活動がなされました。海岸の清掃をしたり、地元の中・高校生と

の国際交流活動をしたり、世界の平和や、世界で直面している様々な課題について話し合わ

れたり、ホームスティで日本の生活を体験したり、大変有意義なサマースクールとなったよ

うです。 

先日上島町と、そして支援や協力をしていただいた方々に対してお礼の手紙が届いており
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ます。 

ピースウィンズ・ジャパンでは、このように国内外の子供たちに質の高い教育の機会を提

供するための事業に取り組んで行き、今回のサマースクールの実績や活動を通じて、将来的

にこの上島町にインターナショナルスクールである、PWJグローバルシチズンスクールを開

校したいと考えているようです。 

上島町としても、そのような世界の様々な国の子供たちが集う学校がこの町にできること

は、上島町の子供たちにとっても世界の平和や、グローバルな視点の育成の観点からも大変

喜ばしいことだと考えており、できるだけの協力をしていきたいと考えております。 

この計画の進捗状況については、まだ具体的なスケジュールを提示されていませんので、

今後協議を重ねながら、町としてできることを協力していければと考えております。 

○（６番・寺下 滿憲 議員） （挙手）はい。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、寺下議員。 

○（６番・寺下 滿憲 議員） 

 ええー、まあ、いろいろ活動をされたようですが、中々するようなことは、議会に報告さ

れても、あのー、その後の経緯なりが一切報告されないんですね。で、私どもが一番心配す

るのが、この団体ですね、団体と町がどこまでどう関わっていくのか。ええー、今、町にい

ろんな関わり方をしていますね。海の駅舎にも関わっていますね。ほんで、サマーキャンプ

も行ったけれども、私どもに報告されたんは、起工式が報告文章しかないんですね。村上さ

んいう人に FAX したものそのまま議会へ提出されとんで、町の方への要請等々は議会の方は

知らないし、町にもどのような要請が行ったのか。 

 そして、あのー、いわゆるグローバルな国際高校か何かを豊島に造りたいいう計画がなさ

れて、この計画案も議会の方に提出されとるけれども、その後、その計画が順調に行ってい

るのかどうか。あのー、私、長いこと議員しょうると、このような問題が起きると、老婆心

ながら心配するんですね。いわゆる加計友学園になって行ってはいけないのではないか。あ

まりにもわからないうちに、町がそこに組み込まれて行きょうるんではないかという心配が

あるんですね。 

あのー、ガラスのアートができたときに、まあ、副町長にも聞きますけど、当時、議員の

側にもあのー、案内状が来ましたけど、まあ、議員の側としては、キナ臭い話であるので、

参加しなかったけれども、まあ、理事者はその場に参加したか否かのことも伺っているけど、

その点において何処までどう関わっていくのか。 

そして、今回、あの補正予算の中でも論議されている、されると思いますけども、コミュ

ニティいわゆるアイランド施設においての高圧設備改修工事、これが、１２０うん数万円出

てくるわけでありますが、ええー、建物は貸すは、設備は、土地は無償にするは、至せり尽

くせりして行く、将来的には豊島をその施設を売却してしまうのではないか。そんな事諸々

が、長期的に計画なされずにね、町が関わっていくことに対して、すごく懸念があるので、

その点どうなのか。答弁をいただきたいと思います。 

○（宮脇 馨 町長） （挙手）議長。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、宮脇町長。 
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○（宮脇 馨 町長）  

 先ほどのご質問ですが、ピースウィンズ・ジャパン NGO としての活動実績は、海外がメイ

ンでありますが、そういった中で、神石高原町、それから我が上島町、その軸足を二つもっ

て動いていきたいという意思のようです。 

ただあのー、寺下議員が仰られるように、まあ当然、これから財政負担を求められるんで

はないかとか、いろんな支援を求められるんではないかというお話かと思いますが、私ども

も、今の財政状況からそういうことができようはずがなくて、ええー、これは向こうはその

団体で責任を持ってやっていただく。 

ただ、私どもとして、こういった、理想の高い活動に対して、まあ出来る支援というのは、

限られておりますので、ただそう言いながらこういう平和に通ずるような、そういう活動に

対して、まあ、支援できるものなら支援したいという考え方でございます。 

ええー、それから、豊島の施設につきましては、これはあのー、はっきり言って造ったん

ですけど、実際問題かなり老朽化も激しくなって、維持するのにやっとということで、実際

にはもうクローズしてこういう格好になっております。それで、まあ今回こういうことでピ

ースウィンズ・ジャパンがあそこをアーティストの、そういった育成と言うか、活動育成と

言うか、そういうことで、まあ、使いたいという提案を受けております。 

それに対して、町としては、もう本当に補助目的物から普通財産に切り替えたのは、まあ、

はっきり言ってお荷物というか、もうランニングコストが限界に達しているということです。 

ええー、先ほどの高圧の分については、まだ上島町がこれを持っているために、中国電気

保安協会の方から「直ぐに直すように」という指摘を受けて、仕方なく、まあ、やらざるを

得ないという、そういう状況の中で提案さしていただいております。 

ええー、まああのー、町内に、例えば、こういったコミュニティアイランドの施設という

のは、津波島もそうであります。ご承知のように、こういった施設は、当時は本当に夢のあ

るプランとして整備されましたが、実際に、じゃあ、それが本当に人をたくさん呼び込んで

機能するのかという、そういった大きな問題もございます。これは、やっぱり行政として、

本当にもう少し長期的に考えざるを得ないという、そういう現実かと思っております。これ

は多いに反省しながらですね、津波島のことも含めまして、これからどうしていくのかとい

うのは財政の事情と相談しながら再度検討さして行かざるを得ないだろうと思っておりま

す。 

そういう意味で、こういう豊島の場合につきましては、あそこに、１４枚のガラスという、

本当に、あのー、リヒターさんの素晴らしい芸術作品があるわけですが、その事につきまし

ても、もう少し町民の皆様にも知って欲しいし、それを上手く活用した動きを作っていただ

けるのが一番良いのではないかと。 

ただ、そう言いながら、これは私たちの町としてのその動きの範疇ではないと、そういう

認識はしております。で、まああのー、NGO さんがそういった動きで有効活用していただけ

るんであれば、それは、積極的にと言いますよりは、一生懸命やって欲しいと、逆にそんな

思いであります。以上です。 

○（６番・寺下 滿憲 議員） （挙手） 
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○（濱田 高嘉 議長） はい、寺下議員。 

○（６番・寺下 滿憲 議員） 

 あのー、町長の言われること良くわかるんですね。あのー、その、いわゆるピースウィン

ズ・ジャパンを町長が尊敬したり、崇拝したりすることは、やぶさかではないんですね。 

しかし、行政がどこまでどう立ち入るかいうものをきちっとして行かないと、けじめいう

ものが私はあると思うんですね、あのー、実際そのー、ここの町に出て来てくれることは、

本当に歓迎すべきことである。しかしながら、上島町のあのー、下駄や靴を履いてくれない

とね、きちっと、今の海のフラットにしても、あそこが委託業務を受けとるけれども、誰が

どう責任を持ってどうしているのか。 

じゃあ、そこのピースウィンズ・ジャパンの人たちが来てあそこを管理しているのかどう

か。委託業務を受けていながら、日替わりで誰かが座っているような形では、私は指定管理

してもらう、本当の意味が生きてきているのか。あそこ本来ならもっと、年間の行事計画を

町に出して、きちっとした運営をしていかなくてはならないんですね。それは、要綱の中に

きちっと謳われている。じゃあ、その通りできているのか。 

 一つひとつ私が、この団体を見るにつけて、上島町を守るとした、ふるさと納税の教育納

税分ですね、それがどこにどのように使われてどうなっていくのか。全然議会としては、見

えてこない。このことによって先ほど言よったように、お友達であってはならないと、私思

うんですね。観光協会を追い出して、こういった素晴らしい団体に受けてもらうことも、構

わんですけど、やはり、内容を充実していかなくてはならないと、その点はしっかり捉えて

いて欲しい。このことをお願いするわけでありますが、どうですか。 

○（宮脇 馨 町長） （挙手）はい。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、宮脇町長。 

○（宮脇 馨 町長）  

 ええー、ご承知のとおり、豊島のコミュニティセンターいう、そういう委託する前の段階

をご存知かと思いますが、本当に厳しいと言うか、お客さんもほとんど、あそこ管理運営で

きなくなったので、まあ、こういうふうな格好になったという現状がございます。その中で、

じゃあ、これから先どうなるかどうかということになると、本当にあの放置せざるを得ない

みたいな、そういう寸前の状況まで行っておりますので、これ以上の、ですかねえ、投資と

言いますか、メンテナンス、維持管理費はこれはもう無理だろうと。そういう判断に近い考

えで動かさしていただいております。 

 それから、ピースウィンズ・ジャパンの動きにつきましては、上島町としての持ち分と言

いますか、出し分とか、そういった事は一切考えておりませんので、ええー、今あの、向こ

うは向こうでどんどん動いているようですが、上島町が財政負担をするという、そういう発

想はしておりません。で、これが、そういった事案が出てきた場合については、直ぐさま皆

さんにお諮りしないといけないと思っておりますので。 

それからあのー、そこの海の駅舎の管理につきましては、観光協会に委託した分のときの

金額がどうしても大きくなったので、このままでは、ちょっとしんどいなということで、考

え方を変えて観光協会ではなくて、今の人件費だけの分で委託するという発想でやらさして
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いただきました。ですから、その分だけ、まあ、財政縮減と言うか、そういう方法に移らさ

していただいたということで、追い出したとか、そういう話ではなくて、観光協会が１人体

制では当然できないというのはもう鼻からわかっていましたんで、人件費が、それ以上かか

ったら、その分だけ観光協会の方の補助金をまあ、必要になるという話だったんで、それで

やめさせていただいたということです。 

ええー、やっぱりあのー、観光協会がこれからどっちに向いて行くか、どういう作戦で行

くかというのは、町にとっても大きな課題でありますし、これは、商工観光課等々ともです

ね、町の観光政策と観光協会の基本的な理念と言いますか、戦略と言いますか、そちらの方

が一致しないとどうしようもないもんですから。それがですねえ、ここに来て、しまなみ DMO

という、そういった動きがかなり今治市、尾道市、それから上島町という動きで、全体の観

光戦略、戦略を立てるという、そういう流れに変わって行きつつありまして、そちらの方を

無視するわけにはいかないこともありまして、そこへ観光協会がどのように関わって行くの

か、そういった話になろうかと思います。これは、今治市の方でも同じような流れを生み出

すだろうというふうに見られております。 

ええー、そういったことで、観光政策はそちらの方でまた組み立て直すいうことは、今、

議論されております。ええーまあ、ピースウィンズ・ジャパンの立ち位置はそういったこと

で、きちんと一線を画すという、そういう立ち位置は、崩さないようにきっちりとして行き

たいと思っております。以上です。 

○（６番・寺下 滿憲 議員） （挙手） 

○（濱田 高嘉 議長） はい、寺下議員。 

○（６番・寺下 滿憲 議員） 

 町長あのー、答弁を長々していただくのは良いけど、私あのー、観光協会を主流に質問し

ていないのに、観光協会になってしまって、頭の中フラフラしようるんですが、私はあのー、

ピースウィンズ・ジャパンがいわゆる海の駅舎フラットを業務としてやって行く中で、おか

しいのではないか、今のやり方においてどうなのかと質問したんでね。あのー、観光協会を

主流に答弁いただくと、どうも、観光協会のあり方と議会がフラットの運営を望んだ事、全

然話が違って来とんでね。あのー、もう少し答弁も、まあ、先ほどから言うようなけど、ま

あ議員の質問の仕方が悪いんで、そんな答弁になるんだと思うんですけど、まあ、的確に出

来る出来ないとか、おかしいとか、そういうのは、はっきり言うような答弁にしていただき

たいのですね。まあ、そういうところで、もう私の質問は、終わりたいと思います。以上で

す。 

○（森本 英隆 農林水産課長） （挙手）はい。議長、ちょっとよろしいですか。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、森本農林水産課長。 

○（森本 英隆 農林水産課長） 

 はい、失礼します。先ほどのですねえ、ピースウィンズ・ジャパンの豊島のコミュニティ

センターの土地につきましては、賃借料をですね、いただいております。年間につきまして

は、４０万円以上一応貰っておりますので、この場でお知らせしときます。 

○（６番・寺下 滿憲 議員） （挙手） 
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○（濱田 高嘉 議長） はい、寺下議員。最後にしてください。 

○（６番・寺下 滿憲 議員） 

 あのー、それでは、建物の方は無償で貸しとんですね。では、この設備は無償でしとんな

らね、設備も借主がちゃんとすべきではないんか。では、この機会にあそこも、ここも言う

たら、その管理にお金がかかる言いながら、公有財産から町有財産に格下げしていった意味

がどこにあるのか、というようになってくるのでね。やはり今回の補正予算見たときに、パ

ッと見たときにね、なぜ、コミュニティセンターに投資をして行くのか。そこに一番疑問に

感じるんですね。まあ、それは補正予算のときにまた、論じたらいいと思いますので、以上

です。 

（寺下議員、降壇） 

○（濱田 高嘉 議長） 

これで、寺下議員の質問を終わります。 

 ここで、１０時４５分まで休憩いたします。 

 

（ 休 憩 ： 午前１０時３５分 ～ 午前１０時４５分 ） 

 

○（濱田 高嘉 議長） 

会議を再開します。続きまして、前田議員の質問を許します。 

○（９番・前田 省二 議員） （挙手）議長。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、前田議員。 

（前田議員、登壇） 

○（９番・前田 省二 議員） 

 ええー、議席９番・前田です。今日は２つの質問をさしていただきます。 

ええー、１番目は「情報公開について」でございます。 

本年６月の時点で町長が「決算が済んだら公開する」と発言した「㈱いきなスポレク関連

の情報公開」が９月時点においても未だに実施されていません。 

上島町情報公開条例の第１１条には、「公開請求があった日から起算して１５日以内にし

なければならない」となっています。法律に基づく条例なので、この情報公開は５月中に実

施されなければならない案件です。 

この件に関して、町長は６月の公の場において、私たち議員にも「この情報公開について

は、㈱いきなスポレクの決算が済んだら行います。公開請求者にも伝えます、伝えています」

という発言がありました。しかし、この発言内容を情報公開請求者に確認したところ、３月、

６月までの時点ばかりか現在でも一切の連絡もないとのことでした。 

町長が公の場で発言した内容は、何を根拠にしているのか、いつどのような方法で公開請

求者に伝えたのか、具体的にお示しください。 

○（梨木 善彦 教育課長）（挙手）議長。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、梨木教育課長。 

（梨木教育課長、登壇） 
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○（梨木 善彦 教育課長）  

前田議員の質問につきまして、お答えいたします。 

本件の事案につきましては、理事者とのやり取りの中で勝手な判断をしてしまい、事務を

怠った結果であり、このような事態を招き、公開請求者に対して大変申し訳なく思っており

ます。教育委員会といたしましても、このような事案が発生することのないよう今後しっか

りと適正な事務の執行に努めて参りたいと考えております。 

ええー、なお、先日、公開請求者に対し、お詫びをして、適切に対応していく旨をお伝え

したところでございますので、ご了解いただけたらと思っております。 

（梨木教育課長、降壇） 

○（９番・前田 省二 議員） （挙手）議長。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、前田議員。 

○（９番・前田 省二 議員） 

 ええー、お詫びをして、したという職員さんの課長からの言葉でありましたけども、私は

ですねえ、６月の議会において、既に承認済です、この生名の決算は。この公開請求者に伝

える「決算が済んだら、情報を行う」という、二重の虚偽発言をしなければならない理由を

ですね、町長にお伺いしたいと思います。ええー、町民に何を伝えなければならないのか。

謙虚にお答え願えたらと思います。 

○（宮脇 馨 町長） （挙手） 

○（濱田 高嘉 議長） 宮脇町長。 

○（宮脇 馨 町長）  

先ほど課長の方から答弁さしていただきました、内容でございますが、ええー、担当者の

方が情報公開条例と言いますか、その取扱いにちょっと、あの意識的に、また、十分ではな

かったとこがありまして、こういった結果を生んでおりますのは、本当にお詫びしたいと思

います。 

本来であれば、決算報告が済んだ後、直ぐその資料を教育委員会に出して、それをそのま

ま教育委員会の方から、ええー、その中から必要な部分を担当課として提示するのが情報公

開のシステムなんですが、担当課の方が、それを情報公開は、広報情報課の方でするもんだ

という、そういう誤った認識を持っていたために起こった事でございます。これは、本当に

申し訳ないことだと思っております。こういったことは二度と起こらないよう職員の意識を

もっともっと高めてですね、もう二度とこういうことは発生しないよう十分に注意をしてし

たいと思っております。以上です。 

○（９番・前田 省二 議員） （挙手）議長。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、前田議員。 

○（９番・前田 省二 議員） 

 あのー、町長ね、今の梨木課長、以前は総務課長やりょったわけですよ。その方が公開条

例の取り扱いをですね、把握してないわけがないですよ、ねっ。これは、やはり完全なる課

のミスかとは思えず、町長の指示が、確認がなかった、ではないでしょうか。であれば、６

ケ月も経って、今頃こういう事態が起こるわけないという感じがします。その点、ええー、
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町長は確認等々なされたか、その点をお聞きして１問目を終わります。 

○（宮脇 馨 町長） （挙手）議長。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、宮脇町長。 

○（宮脇 馨 町長）  

 先ほどのお言葉にありましたように、梨木課長は、元総務課長ですから、その情報公開の

方は、本当に熟知しております。ええー、ただ、この事案につきましては、梨木課長の担当

以前のことになりますので、ですから、こうなったという事です。 

ええー、私の方は、そういう指示はしておりましたが、中々それが伝わってなかったとい

う事になりますので、この辺は、深くお詫びしたいです。以上です。 

○（９番・前田 省二 議員） （挙手）議長。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、前田議員。 

○（９番・前田 省二 議員） 

はい、今後こういうことが無いように、一つよろしくお願いいたします。 

それでは、２問目の「教育長の服務規程について」ですが、地方教育行政の組織及び運営

に関する法律、第１１条第 7項に「教育長は、教育委員会の許可を受けなければ営利を目的

とする私企業を営む事を目的とする会社その他の団体の役員の地位を兼ねてはならない」と

あります。この教育委員会の許可は議題として、審議されなければならず議事録にも残され

なければならない義務があります。当たり前の事ですが、単なる報告や個人の解釈で判断で

きるものではありません。もちろん教育委員各位もこの状況を良しとせず、本年４月から７

月にかけての毎月の定例会において、教育長に是正するよう勧告しましたが、それを無視し

てきました。 

 そこで教育長にお聞きします。６月の定例議会での私の一般質問に対して「役員就任につ

いては教育委員の許可をもらった」と答えましたが、それは何月の委員会なのでしょうか。 

また、教育長が営利会社の役員になり、現場に顔を出しているのは違反ではないかと６月議

会で町長が発言したのは何を違反ではないと、６月議会で町長が発言したのは何を根拠にし

ているのかお答えください。 

○（濱田 和保 教育長） （挙手）はい。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、濱田教育長。 

（濱田教育長、登壇） 

○（濱田 和保 教育長） 

 はい、前田議員のご質問にお答えします。 

 以前にもご説明しましたが、昨年６月に町長より、スポレクの役員になって教育委員会の

所管である施設の管理だけではなく、運営にも尽力するようにと任命され役員に就任しまし

た。 

ええー、前田議員の「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の中の１１条の７の法

律に違反しているのではないか、というご指摘については、この条文の中に、「教育長は、

教育委員会の許可を受けなければ、営利を目的とする私企業の役員になることはできない」、

また、「報酬を得ていかなる事務にも従事してはいけない」と謳われています。 
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しかし、株式会社いきなスポレクは、町有財産である「スポレク」や「フェスパ」の指定

管理を受けている、第三セクターの形ではありますが、経営権は、町が持っている会社です。

つまり、町が経営している公営の会社であり、この会社の利益は公益に資するものであるこ

とから、ここでいう私企業には当たらないと考えます。また、非常勤でもあり、報酬も得て

ないことから何ら法律に違反しておりません。ですから、教育委員会の許可を要する案件と

は思っておりません。 

しかし、誤解を招かないように、新たに「フェスパ」の指定管理が始まる前に、教育委員

の皆様には、この３月の教育委員会の中で、何も隠し立てすることもなく、ご説明を申し上

げ、質問もお受けし、ご了解をしていただくようお願いして、特に反対の意見も出なかった

ことから、ご同意いただいたものと理解しておりましたが、先日の教育委員会におきまして、

委員の皆様より、「再度審議したい」とご意見があり、その結果、「許可しない」といった

結論になったものです。この結果につきましては、現在、私を任命した任命権者である町長

に判断を仰いでいるところであります。 

なお、この「フェスパ」につきましては、いきなスポレクという会社に取られたとか、運

営が上手くいくと面白くないと思っていらっしゃるみたいですが、とんでもありません。町

が経営する株式会社スポレクは、以前から努めていた従業員の多くを引き続き雇用しており

ます。「フェスパ」は私たち町民みんなの大切な財産です。今まで町のものであるにも関わ

らず、何か使い辛いと思っていた町民の方たちにも、全ての町民が脇隔てなく利用できるよ

うにとにと、一個人ではなく、町が責任をもって経営しているのですから、上島町のために

も、議員の皆さんも、町の職員も、町民の皆さまも、自分たちの大切な十何億円も投資した

立派なこの町の施設をもっともっと良くなるように積極的に利用して応援していただきた

いと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。（「そうじゃ」の声あり） 

○（９番・前田 省二 議員） （挙手）議長。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、前田議員。 

○（９番・前田 省二 議員） 

 あのー、教育長、無報酬と言いましたけど、これは以前ずっと、前からです、今始まった

ことではございません。それと、あのー、「６月からの委員会で説明をした」というふうに

言っておられましたが、あのー、この委員会の議事録を読ましていただいて、「委員の方、

説明を受けただけで何の審議もされなかった」というふうに書かれております。 

で、４人の委員の方々が、去る２８日の委員会において認めないという判断をしたのは、

これを無視することは、服務規定に違反しているのではないでしょうか。６月の一般質問の

回答は虚偽の答弁になります。更に、教育長が教育委員の勧告に従わないため、先ほど言っ

た委員会において、教育委員からの許可は議案化され、提出され、許可しないと。このよう

な「いきなスポレク役員就任は許可済」という事実はどこにもありません。この答弁は、町

民を裏切ったことになります。信頼できない教育長に保護者の方は、子供たちを預けるわけ

にはいかないのではないでしょうか。教育長の進退について、教育長と任命権者である町長

の見解をお示しください。 

えっと…（池本 興治議員から「よう読まんのか」の声あり）この法律についてですね、
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弁護士並びに文部科学省、初等中等企画課に７月の時点で確認したところ、教育委員会の許

可がなければ、法律違反になることが改めて明確されております。もちろん、これは、これ

には第三セクターの役員も含まれています。との事でありますので、この答弁をお願いいた

します。 

○（宮脇 馨 町長） （挙手）議長。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、宮脇町長。 

○（宮脇 馨 町長）  

 ええー、先ほどの前田議員の発言でありますが、私は、ええー、当初から先ほど教育長が

申したように、この施設、スポレクは、当然、町の施設、それから「フェスパ」も町の施設、

そういうふうな認識をしております。で、町の施設をこういうふうにやって行くという事は、

当然、私企業ではないと。先ほど弁護士それから文部科学省の初等中等、文部科学省の判断

ですかねえ、そちらの判断も人によって分かれているところだと私は考えております。 

それは、これは明らかにこの部分、どのように判断するかというのは、ある意味、ここで、

私は、こういうふうに判断しました。という事を明言さしていただいたのは、私企業ではな

いという事を、それを営利につきましても、これをスポレク自体が営利を目的とするんでな

くて、町民の健康増進、スポーツ振興、そちらを主眼に運営している第三セクターでありま

して、ある意味「フェスパ」も設立当初は、交流体験型の施設として、国庫補助事業として、

整備したわけです。 

そういう施設を運営するわけですから、当然、私企業ではあり得ない、そういうふうに認

識しております。ええー、そういった中で、教育長がこういうふうな格好で役員という事で

やっていただくという事に関しては、何ら疑念も持っておりませんでした。ただ、教育長が

先ほど申されましたように、３月の教育委員会でこれは説明さしていただいております。そ

の時に欠席されとった方が、今回動議を出されたんじゃないかとは思いますが、そういった

中で、まあ、こういう案件が、その前の段階で動議を出すんじゃなくて、もう少し早い段階

で協議があって然るべきではなかったかなと思っております。 

まあ、教育委員会のそういった運営の仕方も含めまして、私どもはもう少し、ちゃんと意

志の疎通を図りながらやっていけたらと思っております。その部分については、十分反省し

ております。ええー、教育長は全体の奉仕者というスタンスは何ら変わらないと思っており

ますし、ええー、「いきなスポレク」も「フェスパも」町民の財産であることには変わりが

ございません。どうか、町民の皆さんの温かいご声援とご支援をいただきながら、健全運営

に努めていきたいと思っております。以上です。 

○（９番・前田 省二 議員） （挙手） 

○（濱田 高嘉 議長） はい、前田議員。 

○（９番・前田 省二 議員） 

 あのー、そしたら「弁護士やその中等企画課の言う事は聞かないでも良い」と、「無視し

て良い」というふうに取っております。しかし、こういうことがですね、再三問題に出てで

すね、町民の方々が納得するかというと大変疑問に思うところであります。 

 営利を目的としていない、営利を目的にしていないんなら何を根拠に営業しているのか、
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そりゃあ儲けを出すためでしょう。儲けを出すいう事は営利を目的としていることでしょう。

その点をねえ、「町民の財産じゃ」、「町民のためじゃ」言うて、それはもう、言葉の付け

加えですよ、私が言いたいのは、営利を目的としとる企業だという事を確認、明確にしたい

わけですよ、その中で役員をされている教育長、これは服務規程じゃないかという事であり

ます。 

これは町民の皆様が、町長が言う事も理解できるかも分かりませんけども、私は両方との

施設、営利を目的とした施設だと考えております。町民の方々も誰しもそういうふうにとっ

ておられます。だから、そういうことを述べるのでしたらですね、まあ、教育長、進退問題

まで行きますよ、これ。ちゃんと本当に営利を目的としていない理由、ほんなら赤字が出た

らどうするんですか。町が皆出すんですか。赤字を出さないためにも、必死で皆さん営業し

て儲けを出そうとして、私はそう思います。 

まあ、最後になりますけども、まあ、そういう観点をですねえ、あのー、教育長、服務規

程、教育長になったときに確認されましたか。それと、教育長、否決された時点からでも、

いろいろと両施設に対して、まあ、言葉を述べているようであります。まあ、その点、お聞

きしてですね、もう最後であります。教育長の言葉を、ご返答をお願いいたします。 

○（濱田 和保 教育長） （挙手）はい。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、濱田教育長。 

○（濱田 和保 教育長） 

 はい、この条文の中に、説明の中に、「教育長は、全体の奉仕者として、公共の利益のた

めに勤務するものであり、職務の遂行に当たっては特定の利益に偏することなく、常に中立

かつ公正でなければならない」と謳っております。私は公共の利益のために、「いきなスポ

レク」を運営していると思っております。これは町のためです。ここが利益を出せば当然、

町のためになります。（「そうじゃ」の声あり）ですから、私は、これは問題ないと思って

おりますので。以上であります。 

○（９番・前田 省二 議員） （挙手）最後に一言。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、前田議員。 

○（９番・前田 省二 議員） 

 あのー、これ、まあ皆さん、CATV 見ている方がどのように取るか分かりませんけれども、

あのー、私は最後まで営利を目的とした企業であるという事を言っておきたいと思います。

なるべく教育長の考え方を改めていただきたいと思います。以上です。 

（前田議員、降壇） 

○（濱田 高嘉 議長） 

これで、前田議員の質問を終わります。 

 

○（濱田 高嘉 議長）  

続きまして、大西議員の質問を許します。 

（大西議員、登壇） 

○（４番・大西 幸江 議員） 
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議席番号４番・大西 幸江です。今日は一つ質問を行いたいと思います。タイトルは、「新

教育長は法令順守で職務を遂行できているのか」です。 

平成２７年４月から「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律」

が施行されました。改正の目的は、教育の政治的中立性、継続性・安定性を確保しつつ、地

方教育行政における責任体制の明確化、迅速な危機管理体制の構築、地方公共団体の長と教

育委員会との連携の強化、地方に対する国の関与の見直し等制度の抜本的な改革を行うもの」

とあります。この法改正の下、「上島町教育大綱」を策定し、平成２８年２月に初めての総

合教育会議を開いております。また、平成２８年８月には「上島町教育大綱」が変更になっ

たことから、変更承認の会議を行っています。 

ですが、最近の教育行政を見るにつけ、国から示された改正の目的が履行されていません。

まず、総合教育会議は平成２８年８月以降２年間の間一度も開かれておりません。教育大綱

も、「上島町第２次総合計画」を充てるとしていますが、その内容は漠然としすぎていて、

実際にどのようにしたいのかは全く見えてきませんし、新教育長になっても一度も町長と教

育委員会が教育について話し合いの機会を持っていないという事になり、そのことは、改正

の目的の一つである地方公共団体の長と教育委員会との連携の強化が図られているとは到

底言えません。また、今回の災害時の対応は学校ごとに異なっており、断水になった翌日に

は休校になった学校と登校した学校がありました。非常食を利用した簡易給食に関しても、

災害用の非常食を利用したにもかかわらず、給食費は満額徴収するといったようなお知らせ

が入り、災害時の非常食は有料で配布されたのと同じことになり、保護者からは疑問の声も

上がっています。 

このことからも、迅速な危機管理体制が構築されているとは言えず、新体制になってから

の話し合いがあったのか疑問です。それ以外にも、「教育委員会の事務に関する点検・評価

報告書」は、２９年度分が未だに作られておりません。点検評価を活用することになってい

ることを考えると、担当者の「１年以内に作成すれば問題ない」という発言自体が問題で、

法改正の意図を理解しているとは言えません。基本的には、町長が総合教育会議は招集する

ものですが、「教職員定数の確保、教材費や学校図書費の充実、ＩＣＴ環境の整備、就学援

助の充実、学校への専門人材や支援員の配置等、政策の実現に予算等の権限を有する地方公

共団体の長との調整が特に必要となる場合には、教育委員会側からも積極的に総合教育会議

の招集を求めることができるものであること」とされています。 

今回、当初予算で問題になった教育費の配分についても、この法令を理解し、教育行政に

関して方向性を示し、話し合いさえ持っていれば、現在のような状況にはならなかったはず

です。そして、その責任はこの法改正において「教育長の職務」とされています。今の現状

を考えると教育長はその職務を果たしているとは、到底言えません。先日行われた教育委員

会の定例会においても、いきなスポレクの理事に就任することへの承認は得られませんでし

た。この法令違反とも言える状況をこのまま放置していくわけにはいきません。 

そこで質問させていただきます。先に質問したような状況を、どのように改善していくの

か具体的にご説明ください。 

○（濱田 和保 教育長） （挙手）はい。 
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○（濱田 高嘉 議長） はい、濱田教育長。 

（濱田教育長、登壇） 

○（濱田 和保 教育長） 

大西議員の質問につきまして、お答えいたします。 

まず、「総合教育会議が平成２８年８月以降、一度も開かれていない」ということですが、

平成２９年度、今年の３月に総合教育会議を開いております。その席で、町長が上島町の教

育に対する考え方を述べられました。また、先ほど言いました教育予算のことについて、そ

の補助金に対しても説明を行い、ご理解を求め、ご意見も伺ったところであります。 

「教育大綱」につきましては、「上島町第２次総合計画」を上島町教育大綱としているた

め、学校の願いや、新学習指導要領といった国や県の動向、コミュニティースクールの導入

など首長の思いも反映されておりません。ですから、この教育大綱につきましては、改訂が

必要ではなかろうかと感じております。 

「７月豪雨の対応」ですが、休校になった学校、登校した学校につきましては、それぞれ

学校の授業日数等を勘案し、校長会において判断されたものでございます。 

それから、「断水時の給食の提供」につきましては、学校ともよく協議を行い、要望もあ

りましたので、３日間、水を使わないで済むレトルトカレー、コーンポタージュ、根菜汁と

いった非常用レトルト食品を別に購入し、給食を提供いたしましたので、通常の給食費が発

生したわけであります。そのレトルト食品だけでは必要カロリーに達していなかったため、

既に購入してありましたゼリーとか町の災害用備蓄品の乾パンやおでん缶を組み合わせて

提供した次第であります。 

「教育委員会の事務に関する点検・評価報告書」につきましては、例年１１月に作成して

いたというふうに聞いています。しかし、先ほどの話を聞きまして、次年度からは早く公表

できるように努めていきたいと思っております。 

いきなスポレクの役員の就任に関することにつきましては、先ほど、前田議員の方にお答

えしました。 

今後、総合教育会議につきましては、なるべく早い時期で調整して、上島町の教育の方向

性や課題といったものを教育委員会と町長部局の間で共有し、教育施策の推進に努めて参り

たいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○（４番・大西 幸江 議員）（挙手）はい。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、大西議員。 

○（４番・大西 幸江 議員） 

はい、一つひとつお答えいただいたので、そしたら一つひとつ私もやっていこうと思いま

す。 

ええと、まずですねえ、そしたら総合教育会議なんですけれども、私、会議の議事録をま

あ当然、事務局を通じて求めました。で、じゃあ、なぜ３月に行っているんだったら、ない

んですか。法律では、「ちゃんと議事録を作成して、公開できる状態にしときなさい」とい

うことになっていますよねえ。どうしてないんですか。そもそも、それ自体が教育長が法律

をちゃんと分かってなくて指導ができていない証拠じゃないんですか。まあ当然、これは町
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長部局がやることなんですよ。（「そうだ、そうだ」の声あり）ですけど、関わっている以

上、当然、議事録は両方が認識があることなんで、やっていただかないとおかしいですよね

え。やりました。でも、証拠はありません。何を話し合われたかも分かりません。まあ、総

合会議に関しては、そうです。 

そして、ええーと、「第２次総合計画」ですねえ、第２次総合計画、まあ、ここに以前、

私たちにも議員にも配られたものがあるんですけど、これが「町長の思いが入ってない」と。

いうふうに３月に話があったんなら、なぜ改訂しないんですか。もう今、何月ですか、９月

ですよ。言っていることが、おかしいですよねえ。これも結局、町長の思いが入っていない

という認識があったんであれば、教育長が自ら町長に「変えましょう、作りましょう。教育

委員会の方にお願いして、やり直しましょう」と言うべきじゃないんですか。でも１回も、

私も議事録たくさんいただきましたけど、この議事録の中にそういう話は一度も出たことあ

りません。 

 で、「災害時の対応」で、まあ、休みになったところと、登校した学校は、まあ校長会で

決まったんでしょうけれども、それも全町、まあ町に３つしかない小学校、あっ、ごめんな

さい４つですね。４つしかない小中学校だったら、統一しても良かったじゃないんですか。

これも、教育委員会のリーダーシップがどこにあるのか、さっぱり理解できませんけれども。

そして、非常食に関しては、この間、答弁いだいたときに、「非常食を活用して補充の分を

需用費で買いました」と。あっ、消耗品費だったかね、「買いました」という答弁ありまし

たよね。なのに、今聞いたら別に購入して……間に合わんじゃないですか、災害のとき。で、

そういう細かい説明は、全くお便りにはなかったですよ。あのー、私もね、学校に行かせて

いるんで、一応ね、お便りはいただくんですよ。で、ええと確か給食のもありましたけど、

ちょっとごめんなさい、（大西議員、資料を探す）ちょっと今すぐ出ないかなあ。それも全

然きちんと、まあ、これはごめんなさいね、メニューの給食便りですけど、（大西議員、給

食だよりを提示）これにも説明がなかったし、最初の教育長から来た文面にも、ただ「給食

費を満額請求します」と。「非常食でやります」と。いうことしか書かれてありません。こ

れで保護者の理解が得られますか。そして、非常食に関しても、対策がちゃんとできていま

すか。「災害時の対策をやりなさい」というふうに書かれてますよねえ。教育長に就任され

て、もう１ヶ月や２か月じゃありませんよ。 

 で、「教育委員会の事務に関する点検・評価報告書」、これに関しても、「今まで１１月

だったから」、そんなことを、おかしいですよねえ。３月に評価委員会終わってます。で、

私は、情けないですが、何度も課長にも求めてます、３月以降。その時に何て言われたかと

いうと、「１年以内に製作すれば問題ありませんから」と。で、この評価点検の報告書は「議

会に報告されて、みんなで問題を共有して、これから教育行政をどういうふうにして行った

らいいのか、有識者にも意見を伺いなさい」というふうになっていますよ、法律的には。 

で、この地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律、これ教育長、

さっきの前田議員からの質問にも答えてらっしゃいましたけど、これを３月の時点、３月以

前の時点、知らなかったと仰ってますよね、議事録の中で。まあ、３月の時点で知らなかっ

たのは仕様がないとしましょう。でも、それ以降、指摘を受けて、当然、勉強されたはずで
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す。勉強されていて、これだけのことができていないというのは、自分の職務をどのように

お考えなのか、もう一度ご答弁ください。 

○（濱田 和保 教育長） （挙手）はい。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、濱田教育長。 

○（濱田 和保 教育長） 

はい、まあ職務の遂行につきましては一生懸命努力してやっているつもりですが、中々大

西議員のちゃんと意のするところになっていないことに関しましては、私の不徳の致すとこ

ろでありますので、今後はその辺は真摯に受け止めまして改善して行くように努力して行き

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○（古本  正 総務課長） （挙手）はい。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、古本総務課長。 

○（古本  正 総務課長） 

はい、上島町教育会議の議事録についてですが、ええと、議事録は作成済みでしたが、あ

のーまだ公表できるような態勢いうか、準備ができてなかったことをお詫びいたします。失

礼します。 

○（４番・大西 幸江 議員）（挙手）はい。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、大西議員。 

○（４番・大西 幸江 議員） 

はい、あのー、議事録がまあ、そのー、ないんであれば、見せられないんであれば、そう

いうふうに仰っていただかないと、こっちは準備するのに議事録を求めて、何が話し合われ

ているのか、どうなっているのかというのを調査しているわけじゃないですか。出せないん

なら「出せない」。だから、開かれているんだったら「開かれている」ということを情報と

して提供していただかないと、困るんですよね。うん、掻い摘んで議題だけとかでも。でし

ょ。で、あのー、教育長はこれから真摯に受け止めてやって行くそうなんですけれども、こ

のできていない状況を本当にちゃんと改善していただかないと、で、教育ってものは、もっ

と丁寧なものです。それこそ多様性があって一人ひとりの子供に寄り添って教育をするとい

うようなところの今、時代に来ています。 

 それなのに、もう何年もやってる教育長が「知りませんでした」とか、「やってません」

とか、「これから頑張って」とかいう話じゃないんですよ。今すぐやっていただかないと、

災害もいつ来るか分かりません、今回と同じような対応されたら困ります。で、あのー、や

っぱり教育費に関しても「３月に理解を求めた」と言っていますけど、理解を求めた割には、

学校の方からこちらにも苦情が来るんですよねえ。 

で、今回も、生名があのー、補正予算で社会見学の予算上がってますけども。こういうバ

ラバラした上げ方じゃなくて、もっときちんと精査した上げ方をしていただかないと、学校

が困るんじゃないんですか、延いては子供が。そこを教育長は権限として持っているんです

から、もっとちゃんとやっていただかないと。で、３月に１回しか開かれてないようじゃ、

これ、まずいんじゃないんですか。だって、町長の思い入ってないんでしょ。仕事が前向い

て行っていない。教育長の指導力が求められているんですよ。（寺下議員から「２足のわら
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じが早過ぎら」の声、前田議員から「そうだ、そうだ」の声あり）さっきの質問にもありま

したし、あのー、教育委員会のそのー、承認いただけなかった会議にも私も傍聴させていた

だきましたけれども、「専念してほしい」というのが皆さんの声です。その辺を良く考えて、

もう一度ご答弁お願いします。 

○（濱田 和保 教育長） （挙手）はい。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、濱田教育長。 

○（濱田 和保 教育長） 

はい、あのー、今言われたことに関しましては、真摯に受け止めて改善して行くよう努力

して行きますし、先ほどの人事の話につきましても、町長の方と相談しながら改善に向けて

動いているところでありますので、その辺のご理解をください。 

○（宮脇 馨 町長） （挙手） 

○（濱田 高嘉 議長） はい、宮脇町長。 

○（宮脇 馨 町長）  

 はい、あのー、先ほど来、「なぜ３０年３月に１回開いたこっきり、１回こっきりしか開

いてないのか」というご指摘のとおりなんですが、これは法律改正の後の動きとして本当に

認識の甘さと言いますか、町長部局の方がもっと前向いて積極的にやるべきだったというこ

とは、深く反省しております。それから、ええー、これから、こういう総合教育会議いうか、

そのー、そちらを逆にもっと積極的にメインにして、その中で教育方針を決めながら、そし

て、教育委員会とタイアップしてやって行くという、そういう一つの流れを変えていかざる

を得ないのかなあと、そういう認識がございます。ええー、これは本当にあのー、法律が変

わるということは、そういうことだったんだと認識しております。それは、やっぱりそうい

うふうにするべきだと逆に思っております。 

で、今まで、教育委員会の立ち位置というか、その意思決定の仕方とか、その辺につきま

しては、大西議員がよく傍聴に行かれているんで、よく分かっていると思いますけど、逆に

学校現場の方との繋がり方とか、そのフィードバックの仕方、この辺がかなり厳しいとこが

あったと思います。私もそれは認識しております。教育長もそれは普段から私の方に具申し

ております。その辺を踏まえまして、総合教育会議というか、そちらの方ですねえ、もう少

し、ええー、しっかりしたものに、活発なものに、変えていく必要があると思ってますんで、

そこを起点にどんどん前向きに変えていきたいと思います。 

それから、もう一点だけですが、あのー、学校ごとのそのー、対応、災害時ですねえ。こ

れはやっぱりあのー、学校自体が、逆に教育委員会が「こうしなさい、ああしなさい」とい

うのでは、ちょっと災害時には対応できないと思っています。これは、学校の独立性、自主

性、こちらの方が当然ありますので、校長権限でこれはやるべきだという逆にそれは思って

おります。その辺のところはご理解いただきたいと思います。以上です。 

○（４番・大西 幸江 議員）（挙手） 

○（濱田 高嘉 議長） はい、大西議員、最後にしてください。 

○（４番・大西 幸江 議員） 

そうしましたら、教育長はしっかりと職務を全うするように改善して行くということです
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し、町長も教育会議を開いて、もっと密に連絡を取って、教育の方針も打ち立てていただけ

ると思いますので、これで終わりたいと思います。ありがとうございました。 

○（濱田 高嘉 議長）  

これで大西議員の質問を終わります。 

 

○（濱田 高嘉 議長）  

続いて、土居議員の質問を許します。 

○（１０番・土居 計彦 議員）（挙手） 

（土居議員、登壇） 

○（１０番・土居 計彦 議員） 

 はい、議席１０番の土居 計彦です。ええー、今回は、２件の質問を用意いたしました。

１つは、まあ、２つもそうなんですけど、この７月以降に起きております大雨、台風などで

ダメージを受けた点について、町の取り組みをお聞きしたい。で、動きを早急にお願いした

いいうのが内容でございます。 

１つ目です。ええー、被災箇所の調査は先日の臨時議会でも説明がありましたように、だ

いたい、被災箇所の調査は終えたようですが、ええー、農道・里道について、復旧が急がれ

る所がありますが、工事予定が私らも聞いていませんし、現場にも示されておりません。 

１０月、１１月には、皆さんご存知のように、柑橘の収穫が始まります。で、壊れた道路

は、軽トラが通れるまでには、復旧しなければ収穫作業ができません。ええー、農道・里道

は農作業にも必要ですが、災害時の避難路も兼ねています。で、復旧工事が急がれる所以で

す。 

ええー、工事の優先順位は、地元と話し合いをしてください。全体を着工するわけにはい

けない、いかないというのは理解できます。秋の収穫ができなくては困りますので、現場に

は、可能なら工事予定を掲げていただきたいと思います。 

１つ目です。答弁をお願いします。 

○（森本 英隆 農林水産課長） （挙手） 

○（濱田 高嘉 議長） はい、森本農林水産課長。 

（森本農林水産課長、登壇） 

○（森本 英隆 農林水産課長） 

土居議員の質問にお答えします。 

農道・里道につきましては、緊急性・受益者数、それから工事の難易度等を検討いたしま

して順次復旧に努めているところでございます。 

ええー、特に、緊急性が高いところがございましたら、ご要望をお聞きし、地元と調整を

図りながら対応をいたします。よろしくお願いいたします。 

（森本農林水産課長、降壇） 

○（１０番・土居 計彦 議員）（挙手） 

○（濱田 高嘉 議長） はい、土居議員。 

○（１０番・土居 計彦 議員） 
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 ええー、じゃあ、ご要望を出さにゃいかんのよねえ、要望を出さにゃいかんのですな。（森

本農林水産課長から「はい」の声あり）まあ、だいたい理解はしていただけておるんではな

いかと思うんですけど、ええーまあ、菜園の、菜園いうか、柑橘畑の向かう道路など、耕作

を、栽培を頑張っておられる方がおる所の畑はまあ見て、調査していただいたら分かると思

うんですけど、何なら我々も地元の方と相談しながらやりたいと思っています。 

「この秋のミカンの収穫ができるでしょか」いうのが皆さんの心配なんで、ええー、幸い

にもまだ収穫には入ってないようですけど、いずれにしましても、軽トラの収穫ができるく

らいのところまではいきたいと思いますので。それでは我々も皆さん心配されておるところ

については、要求されておる所については再度、出すようにはいたしますが、まああのー、

役場の方が掴んでおる欠損箇所についても進めていただいたらいいと思いますが、まあ、林

道などは、収穫時期には、そんなに特に急がんでもいいと思っておりますので、でもまあ、

安全対策から行けば、町民さんの安全確保から行けば林道も粗末にはできないとは思ってい

ますが、まあ、特に農道関係、収穫に行ける、トラックの通れないようになっている場所、

危ない場所については早急に対策をお願いしたいと思います。 

で、２つ目です。２つ目は、先日の大雨被害で断水した、あの苦労を顧みまして、ええー、

私が思っている事でございますが、ええー、地球温暖化などの影響で、想定もつかない災害

が今後も起こりうるであろう異常気象の一つに対応するため、今回のような断水を反省に、

唯一安定していた魚島さんに倣って、各島に１週間分くらいの貯水タンクを設置してはどう

かという提案です。 

ええー、各島の各地区に一定数の協力井戸を確保しておくのも、飲料水用にできる協力井

戸を確保しておくのも断水対策にはなるのではないかと思います。 

ええー、今回の豪雨被害の体験を将来に生かすべきと思いますが、貯水タンクの設置など

についてはどのようにお考えか、お聞きしたと思います。 

○（中濵 淳一 生活環境課長） （挙手） 

○（濱田 高嘉 議長） はい、中濵生活環境課長。 

（中濵生活環境課長、登壇） 

○（中濵 淳一 生活環境課長） 

次に、土居議員の２番目の質問にお答えします。 

ええー、今回の断水につきましては、取水源である本郷貯水場が、観測史上一番の２４時

間雨量２９２㎜を記録するなど、想定を超える大雨の影響によるものですが、本町において

も、多くの方々が不自由な生活を余儀なくされたことから、災害に強い供給体制の構築に取

り組む必要性がありますので、大規模な飲料水確保を目的として、緊急貯水槽を整備してい

る市町を参考に、各島に貯水タンクを設置する方向で計画を策定します。 

（中濵生活環境課長、降壇） 

○（１０番・土居 計彦 議員）（挙手）はい。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、土居議員。 

○（１０番・土居 計彦 議員） 

 はい、ええー、「します」というお言葉がありましたんで、まあ一つは安心するんですけ
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ど、ええー、そうと申しましても、何年もかかる仕事ですから、災害はいつやって来るか、

いつ起こるかわからないような昨今の気象状況ですから、ええーまあ、そのタンクを作らな

くてもある程度飲料水が確保できる、生活用水が確保できるという準備はしてもいいんじゃ

ないかと思っています。 

そしてあのー、もう一つの提案であります協力井戸ですけど、飲料水に適しているかどう

かというのを、各井戸を持たれている方、個人さんで検査を受けられとる方もおるようです

けど、まあ、町の方がリーダーシップを取って立派な、立派なと言うか、ある程度貯水量が

あるようなご家庭の井戸があれば、地区が持っている井戸があれば、まあ検査のための費用

の補助とか、本人さんとの相談とかで対応してみてはどうかと思います。 

で、あのー、現場見てみますと、協力井戸、災害時協力井戸という標識があるんですけど、

ええーまあ、釣瓶の一つもないし、ポンプも付いてないし、蓋をしたままの状態なんで、あ

れも、あの辺も、そういうことで災害時の協力井戸ということになるんであれば、対策いう

か、少しは手を入れて、町民の皆さんにもカチッと分かるようにしてあげるのがいいんじゃ

ないかと思いますが、その辺どうですか。 

○（古本  正 総務課長） （挙手） 

○（濱田 高嘉 議長） はい、古本総務課長。 

○（古本  正 総務課長） 

はい、ええー、災害時の防災井戸、と私共呼んでますが、平成２４年度から募集をかけま

して、因みに今現在ですが、ええー、弓削地区で１９箇所、飲料水可能が１箇所、生名地区

で１２箇所、飲料可能が４箇所、で、岩城地区で６箇所、ここは飲料可はありません。魚島

で７箇所、魚島も飲料可はありません。 

 ええー、全部でまあ４４箇所、飲料可能が全部で５箇所になります。飲料可能の場合には、

２年に１回、あのー、水質検査を町の方で負担してするようにしております。また、定期的

というか、また防災井戸については、まだ募集を広報等通じて続けていきたいと思います。

以上です。 

○（１０番・土居 計彦 議員）（挙手） 

○（濱田 高嘉 議長） はい、土居議員。 

○（１０番・土居 計彦 議員） 

 はい、今あのー、心強いご答弁いただきましたんで、まあ地元も頑張らにゃいかんのです

けど、行政の方もリーダーシップを取って、まあ災害はどんな災害が来るかは分かりません

けど、今回の断水が、何十年ぶりかで皆さん困った状況を体験しましたので、せめて一つず

つでも改善して行けたらいいなと思って、井戸水の提案もいたしました。 

そして、予算はかかりますが、日にちもかかるでしょうが、貯水タンクの検討もお願いし

たいと思いますので、よろしくお願いします。以上です。 

○（宮脇 馨 町長） （挙手）はい。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、宮脇町長。 

○（宮脇 馨 町長）  

 はい、先ほどの貯水タンクのお話なんですが、これは今回、断水になった時点から私も心
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配しておりまして、今後の内海トラフの場合について、海底送水管が陸上に上がって来る部

分で大きな揺れがあったときに、これが被災される可能性というのがかなり高くなるんじゃ

ないかと、そう思っております。そのために、じゃあ、我々は何をすべきかということで、

当然、ライフラインの多様化ということで、まあダブルですよねえ。それで、貯水タンクが

あった方がいいなというのと、それから、兼ねてからちょっと防災公園じゃないですけど、

まあ、ちょっとした高台の所に、そういった物を設置して、そこに住民の皆さんが避難でき

るような、で、そこに災害支援物資、そういった物も集約できるような所が本当は必要では

ないかなあというようなことで、先日、徳島の防災公園を見たときに、それを痛切に感じま

したんで、まあ、その辺の事も含めて、じゃあ、どこに、どの場所に、適地はどこかという

話ですね。その辺を、まあ各地区を、まあ少なくとも、この各島に１箇所以上そういった物

が必要になってくるだろうと考えています。 

その規模も、まあ、１週間程度と言いますけど、今の現在の水の使用量は相当上がってい

ますんで、ただ我々が今ここで急いでするべき課題は飲料水だと思っていますんで、その飲

料水を何としても確保する方法でやって行きたいと。で、基本的には、組み立て式の貯水タ

ンク、これを作って、水道水をかけ流しと言いますか、という方法でやるのが一番現実的で

はないかなと思っております。また、候補地も含めてですね、いろんな計画を煮詰めていき

たいと思いますので、そういう考え方でやりたいということで、ご了解願いたいと思います。

以上です。 

○（１０番・土居 計彦 議員） 

はい、心強い言葉をいただきましたので、町民の皆さんと安心できる環境を作っていただ

きたいと思います。終わります。 

（土居議員、降壇） 

○（濱田 高嘉 議長）  

これで土居議員の質問を終わります。 

 

○（濱田 高嘉 議長）  

時間は来ていますけど、一応あのー、引き続き、林議員の質問を許します。 

質疑応答の途中になるかも分かりませんけども、一応１２時までやりたいと思いますので、

ご協力お願いいたします。 

○（濱田 高嘉 議長） 林議員。 

（林議員、登壇） 

○（２番・林 康彦 議員） 

議席番号２番、林 康彦です。質問は、「経費削減について」お伺いいたします。 

ええー、まず、１つ目の質問ですけども、ええー、公務員の給料と、町が負担している共

済、退職金、労災等の負担金を合計した平均額はいくらでしょうか。また、単労職と一般職

の掛け率の比率はいくらでしょうか。そして、まあ掛けるとだいたいくらになるのか。そし

て、委託していますゴミの収集運搬車１台に年間いくら払い、何台あり、合計いくらなので

しょうか。 
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○（濱田 高嘉 議長） いいですか。 

○（２番・林 康彦 議員） お願いします。 

○（古本 正 総務課長）（挙手）はい。 

○（濱田 高嘉 議長） 古本総務課長。 

（古本総務課長、登壇） 

○（古本 正 総務課長） 

はい、林 議員の質問にお答えします。ええー、先ほどの質問の１番の前半の人件費につ

いてお答えします。 

平成２９年度支給実績より報告します。ええー、一般行政及び専門職などの給与、各種手

当、共済費及び退職手当負担金など、全て含みまして、年間の職員１人当たり平均支給額は、

６６３万円となります。因みに共済費及び退職手当負担金など１７５万円がこれの中に含ま

れます。 

そして単労職、例えば用務員、調理員及びバス運転手などになりますが、同じく給与、各

種手当、共済費及び退職手当負担金など、全て含みまして、年間の職員１人当たり平均支給

額は、５２７万円となります。因みに共済費及び退職手当負担金など１３９万円がその中に

含まれます。ええー、参考として、一般職及び専門職と比較しますと単労職は、比率として

0.795 となります。 

以上で、人件費の方についての回答を終わります。よろしくお願いします。 

（古本総務課長、降壇） 

○（中濵 淳一 生活環境課課長）（挙手）議長。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、中濵生活環境課長。 

（中濵生活環境課長、登壇） 

○（中濵 淳一 生活環境課課長） 

はい、続いて、「業者のゴミの収集運搬車１台に年間いくら払い、何台あり、合計いくら

か」の質問にお答えします。 

コミ収集運搬車の費用につきましては、公共工事を計算する際に使用する「建設機械等損

料算定表」を用いて算出しており、弓削地区は２台分の年間約４８０万円を、生名地区は町

が貸与していますので費用は無く、岩城地区は１台分の年間約１５０万円を支払っておりま

す。以上です。 

（中濵生活環境課長、降壇） 

○（濱田 高嘉 議長） 林 議員。 

○（２番・林 康彦 議員） 

 はい、ありがとうございます。ええーと、１つ目の公務員給料と、まあ高い安いいう議論

がいつも出てくるんですけども、ここでやっぱり１つの目安として、まあ６６０万円があり

ますけども、これに、仮に一般競争入札かけて、0.9 掛けるとしまして６００万円くらい、

これが６００万か６５０万くらい、これより超えると高い安いとか、そういう議論が出てく

ると思いますので、そういう目安も一つ入れて、そして、単労職の場合であれば４８０万円

ぐらいを基準で計算しないと何を根拠に高い安いと言っているのかが分からいないのがあ
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りましたので、この質問をしました。 

そして、ごみの収集運搬車、１台年間１５０万円。ええー、まあ、車検等を引きましても

１２０、３０万払っているわけなんですけども、これであれば、町有車にした方が安くなる

んではないでしょか。また、ええー、収集運搬の経費削減として、橋が繋がっておりますの

で、生名、佐島、弓削、これを台数を削減することも考えてもいいのではないのでしょうか。 

朝８時から３台が動く必要もないと思います。ええー、仮に１台削減できれば、安く見て

１千万以上の節約ができると思います。そのような状況ならば、町民の皆さんにお願いして、

「この地区は収集が遅くなります」。若しくは「昼からになります」という協力をお願いす

れば、いいのではないかと思います。いろいろと知恵を絞っていただきたいと思います。 

そして、２つ目の質問ですけれど、「特措法の、合理化特措法の説明と有効期限」はどう

なっているのでしょうか。 

○（中濵 淳一 生活環境課課長）（挙手）議長。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、中濵生活環境課長。 

（中濵生活環境課長、登壇） 

○（中濵 淳一 生活環境課課長） 

はい、林議員の２番目の質問にお答えします。 

ええー、「特措法」すなわち「下水道の整備に伴う一般廃棄物処理業の合理化に関する特

別措置法」は、下水道の整備に伴い、し尿汲み取り業務を担ってきたし尿処理業者は、その

業務量の縮小を余儀なくされることとなるため、経営難により廃業することで、下水道に接

続されていない住民の生活に支障が出ることを防ぐために、金融上の措置又は下水道施設の

保守点検等の業務を代替業務として提供し、町が責任を持って、し尿処理を安定的に継続す

ることを目的に制定された法律で、有効期限は時限立法ではないため期限はありませんが、

最後の１軒が下水道に繋がるまで適用されると考えています。以上です。 

（中濵生活環境課長、降壇） 

○（濱田 高嘉 議長） 林 議員。 

○（２番・林 康彦 議員） 

はい、ありがとうございます。ええーと、まず町は、合理化事業計画の県知事の承認を得

ていますか。すみません。 

○（中濵 淳一 生活環境課課長）（挙手）議長。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、中濵生活環境課長。 

○（中濵 淳一 生活環境課課長） 

はい、合理化計画につきましては、ええー、町村合併前の内容なので、ちょっと今時点、

策定しているかどうかいうのは分かりません。 

○（２番・林 康彦 議員） （挙手） 

○（濱田 高嘉 議長） はい、林 議員。 

○（２番・林 康彦 議員） 

ええとですねえ、まあ、「特別措置法に基づく合理化事業計画の策定要領について」とい

う、ええとですねえ、これは平成６年３月２９日の衛生環境第１２０号、各都道府県廃棄物
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行政主管部局長あて、厚生省生活衛生局水道環境部環境整備課長通知というのがあるんです

けども、ネットで調べたらすぐ出て来ますけども、ええとですね、これの８条、８条の３項

に実施期間、まあ、あくまで策定要領についての、ええー、参考例で通知が来ています。そ

れなんですけど、その中で、「実施期間、平成○○年から平成○○年までの何年間とする。

５年程度を目安として設定し、引き続き計画策定を必要とする場合には、所用の見直しを行

うこと」とありますが、見直しは行っていますか。 

○（中濵 淳一 生活環境課課長）（挙手）議長。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、中濵生活環境課長。 

○（中濵 淳一 生活環境課課長） 

申し訳ないんですけど、見直しは行っていません。 

○（２番・林 康彦 議員） 

はい、ありがとうございます。そして、答弁にあった最後の方の、「最後の１軒が下水に

繋がるまで適用される」ということをさっき仰ってましたが、ええー、それは前提条件によ

って大きく変わってしまうのではないかと思います。 

ええー、例えば、「うちは下水道に繋げません」という家もあるでしょう。そこは除外し

て考えなければ、希望する、繋げたいという人の達成率で見ないと、「繋げません」という

人がいる以上、いつまでも 100％にはなり得ません。だから、この通知にあるように、期間

が設けてある。永久に救済を、救済措置を取れとは言ってないと思います。そうじゃなけれ

ば、５年程度の目安というのが出て来ません。 

ええー、そのことも踏まえ３番目の質問なんですけど、ええと、下水道料金の値上げを検

討しているようですが、まずはランニングコストの節約をして、それでもだめなら町民の皆

さんに負担をお願いするべきだと思いますが、今後も随契を続けて行くのか、一般競争入札、

直営を含めてどのように考えているのかお伺いします。 

○（宮脇 馨 町長） （挙手） 

○（濱田 高嘉 議長） はい、宮脇町長。 

（宮脇町長、登壇） 

○（宮脇 馨 町長）  

はい、ただ今の質問にお答えいたします。 

 ええー、平成２９年度の決算を基に算定した内容で述べさしていただきますが、公共下

水の現状としまして、ええー歳入の方としての中で、現在、使用料としていただいておる、

その割合が歳入の全体の13.4％になっております。ええー、こういった状況から、多くを

一般会計繰入金に依存して、歳出面で逆に多くを占めているのは建設改良費に対する起債、

つまりあのー、借金返済費用ですねえ、これが当初の整備にかかったときの、それの返済、

それが支出全体の42％を占めております。 

 ええー、直営によって経費節減が可能な保守点検業務委託費等まあ、総額の10.まああの

ー、保守点検委託費等ですねえ、これが総額に対して10.7％になっております。ええー、

まあ、こういったことで、どこがどれだけ節減できるのかというお話もありますが、仮に

直営にした場合についても、こういった建設費、改良費及び起債償還、これが今の大きな
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部分を占めておりまして、それについては、ええー、今後の下水道料金見直し等やって行

く中でですね、こういった設備費、最初の投資、これに対しては、まあ当然、町はずっと

これをやって行くことに、それが妥当ではないかという考え方と、それから、もう一点、

今後、整備した後のメンテナンス、これが多額にかかってくることが予想されます。で、

先般と言いますか、ここ最近になりまして、全国の市町村、こちらの中で下水道、それか

ら水道、こういったインフラ整備はしたけれど、ここから後のランニングコストを交付税

措置等でですねえ、見てほしい。こういう流れが生まれつつあります。これは、ぜひ議会

と一緒になってですね、この流れをみんなで進めて行ける、そういうような体制を組みた

いと思っておりますが、これも国の方はそう簡単にはやってはもらえんとは思いますけど、

しっかり戦う必要があるんではないかと思っております。 

 それから、先ほど言いましたように、まあ、建設改良費ということで、先般、議員の皆

さんに見学していただきました弓削浄化センターの再構築耐震化工事、これにまあ５千万

ほど。それから、本年度に策定する上島町ストックマネジメント計画、これの結果いかん

によりましては、また更なる負担が増えてくるということになりますので、先ほど言いま

したような、交付税措置とか、そういったものも考えざるを得ないだろうと思っておりま

す。 

 ええー、最終的にはですね、苦しい建設改良費等の起債償還、苦しい経営状況が続くも

のと予想されておりますが、いろんな方法を試しながら全体経費を徹底して押さえていく

ことは喫緊の課題だと思っております。 

 それから、使用料金の算定に関しては、こういった建設費を除けた部分の取扱いの中で、

どういう体系にして行った方が良いのかということを考えて行きたいと思います。どちら

にしても、これは、ええー、こういう検討委員会のようなものを立ち上げざるを得ないと

思っております。その時にはまた、議会の方からもですねえ、代表の方、出していただい

てやらざるを得ないと思っております。以上です。 

（宮脇町長、降壇） 

○（濱田 高嘉 議長）  

はい、林議員に申し上げます。ええー、質疑応答の途中ですけども…。（林議員から「も

う終わります」の声）いいですか、皆さん。 

○（２番・林 康彦 議員） 

 はい、更なる経費削減の努力をお願いします。以上です。（「ええぞー」の声と拍手あり） 

（林議員、降壇） 

○（濱田 高嘉 議長）  

はい、ありがとうございました。これで林議員の質問を終わります。 

 

○（濱田 高嘉 議長）  

ここで１３時まで、１時まで休憩に入ります。 

 

（ 昼休憩 ： 午前１２時００分 ～ 午後 １時００分 ） 
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（監査委員・亀山 秀夫氏、議場入場） 

 

日程第５、報告事項 

○（濱田 高嘉 議長） 

はい、会議を再開いたします。 

続いて、日程第５、報告事項第４号、「平成２９年度上島町財政健全化判断比率及び資金

不足比率について」の報告をお願いいたします。 

○（杉田 和房 企画財政課長）（挙手）議長。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、杉田企画財政課長。 

○（杉田 和房 企画財政課長） 

はい。それでは、財政健全化判断比率等について報告いたします。 

まずは、本制度の概要につきまして、簡単に説明させていただきます。 

地方自治体が財政破綻しますと役場自体はもちろんのこと、住民の皆さまにとっても、税

金をはじめ、公共料金や保育料の値上げ、小学校の統廃合や補助金の廃止・削減、道路整備

等の中止・延期など様々な行政サービスの低下により、日々の生活に重大な影響を及ぼしま

す。 

このような状況にならないために、平成１９年６月、「地方公共団体の財政の健全化に関

する法律」が成立しました。本法律により、地方公共団体は毎年度健全化判断比率として、

実質赤字比率・連結実質赤字比率・実質公債費比率・将来負担比率の４つの財政指標及び公

営企業ごとの資金不足比率を算定し、監査委員の審査に付した上で議会に報告し、かつ、公

表することが義務付けられております。 

それでは、平成２９年度上島町財政健全化判断比率及び資金不足比率の状況を報告させて

いただきます。 

１ページお願いいたします。本様式は、健全化判断比率の状況を一覧で表示するものです。

上島町においては、実質赤字比率と連結実質赤字比率が「―（ハイフン）」で表示されてい

ますが、これは赤字がなかったことを表しています。実質公債費比率は、10.6%、将来負担

比率は 27.6%となりました。なお、上島町各指標の県内における順位についてですが、実質

公債費比率は、２０市町中１６位、将来負担比率は１１位となっております。 

続いて２ページお願いいたします。本様式は、実質赤字比率及び連結実質赤字比率の状況

を一覧で表示するものです。表の左上の一般会計等とは、いわゆる普通会計の実質収支額を

表示しており、実質赤字比率の欄の△2.66%(H28：△2.59)とマイナスが付いているというこ

とは、黒字であったことを表します。左下から右側の表には、一般会計等以外の会計の実質

収支額や資金剰余額を表示しており、右下の連結実質赤字比率の欄が、△19.66%(H28:△

19.92)とこれもマイナスが付いていることから、黒字であることを表しています。 

３ページをお願いいたします。本様式は、実質公債費比率の状況を一覧で表示するもので

す。実質公債費比率は、過去３年間の平均値で示すことから、平成２７～２９年度３ヵ年分

を算出し、その平均を右端中段に表記しています。上島町は 10.6%でした。上島町の 10.6%

という比率は、早期健全化基準の25%や地方債を起こす時に県の許可が必要な団体となる18%
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を大きく下回っていることから、財政運営上健全であると言えます。 

４ページお願いいたします。本様式は、将来負担比率の状況を一覧で表示するものです。

本町においての将来負担は、地方債の現在高・公営企業債等繰入見込額・退職手当負担見込

額で、これから充当可能な基金や特定財源を差し引いた額が分子にきています。分母には、

平成２９年度の標準財政規模から平成２９年度に公債費等として算入された額を引いた額

がきています。平成２９年度の上島町の比率は 27.6%で、昨年度より 0.2 ポイント減率とな

りました。この将来負担比率が 100%以下であるということは、将来に対する負担を現年度の

歳入で賄えるという意味からも健全であると言えます。 

５ページをお願いいたします。本様式は、公営企業会計に係る資金不足額等の状況を抜粋

して作成したものです。上島町で該当する公営企業は、上水道、簡易水道、公共下水道、農

業集落排水、浄化槽、生名・魚島の船舶の各会計ですが、法適用③、法非適用⑥の列「資金

不足額・剰余額」の欄が、いずれも正数、正しい数で表記されていることから、資金不足額

が発生しておらず、法適用④、法非適用⑦の列の資金不足比率の欄は、全て「―（ハイフン）」

で表示され、健全であることを表しています。 

６ページをお願いいたします。平成３０年８月７日に亀山監査委員・土居監査委員の審査

を受け、本書のとおり審査意見書を頂いております。 

ええー、まとめとしまして、以上のように、平成２９年度における上島町の財政健全化指

標は、昨年に引き続き、全ての項目において基準内でありました。しかしながら、普通交付

税の合併算定替分の段階的縮減が始まっており、平成３０年度以降は、普通交付税の減額や

基金取崩しの影響、元利償還金等の増大により、実質公債比率及び将来負担比率ともに、比

率の悪化が見込まれます。このため、現状に安心することなく、次年度以降も健全な指標を

維持できるよう、事業の費用対効果等を十分に精査し、普通建設事業費の削減や公債費の抑

制を図らなければならないと考えております。 

以上で、「平成２９年度上島町財政健全化判断比率及び資金不足比率について」の議会報

告を終わります。 

○（濱田 高嘉 議長） 

はい、以上で、報告がありました。これで報告事項を終わります。 

続きまして、議案の審議に入ります。 

 

日程第６～第２１、議案第８６号～第１０１号 

○（濱田 高嘉 議長） 

続いて、日程第６、議案第８６号、「平成２９年度 上島町一般会計歳入歳出決算

認定について」から日程第２１、議案第１０１号、「平成２９年度 上島町上水道事業会計

歳入歳出決算認定について」までの「決算認定案１６件」を一括議題としたいと思いますが、

ご異議ありませんか。（「異議なし」の声あり）ご異議なしと認めます。よって、日程第

６、議案第８６号、「平成２９年度 上島町一般会計歳入歳出決算認定について」か

ら、日程第２１、議案第１０１号、「平成２９年度 上島町上水道事業会計歳入歳出決算認

定について」までの「決算認定案１６件」を一括議題といたします。 
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それでは、議案第８６号から議案第１０１号についての提案理由の説明を求めます。 

○（村上 和志 副町長） （挙手）はい、議長。 

○（濱田 高嘉 議長） 村上副町長。 

○（村上 和志 副町長） 

はい。議案第８６号、「平成２９年度 上島町一般会計歳入歳出決算認定について」から

議案第１０１号、「平成２９年度 上島町上水道事業会計歳入歳出決算認定について」まで

の提案理由の説明をいたします。 

提案理由といたしましては、地方自治法第２３３条第３項及び地方公営企業法第３０条第

４項の規定により、監査委員の意見を付けて、議会の認定に付するものでございます。 

なお、歳入歳出決算の内容等につきましては、角濱会計管理者から説明いたします。よろ

しくお願いいたします。 

○（角濵 信夫 会計管理者） （挙手） 

○（濱田 高嘉 議長） はい、角濵会計管理者。 

○（角濵 信夫 会計管理者） 

ただ今上程されました、議案第８６号から第１０１号までの「平成２９年度 上島町一般

会計、特別会計合わせて１６会計」の歳入歳出決算についてご説明いたします。 

なお、説明内容につきましては、各会計の繰入の状況と歳出の執行率及び実質収支等につ

いて説明いたします。また、今回、地方自治法第２３３条第５項の規定により、「主要な施

策の成果に関する説明書」を決算書と併せて提出していますので、参考にしてください。 

ええー、それでは、まず一般会計ですが、決算書の１６４ページをお開きください。 

○（濱田 高嘉 議長）  

角濵会計管理者、座ってどうぞ、説明してください。 

○（角濵 信夫 会計管理者） 

では、座って失礼します。 

ええー、決算書の１６４ページをお開きください。 

一般会計の歳入総額は、６５億６，１３１万２８６円となっておりますが、この内、地方

交付税が歳入の 55.5％を占めております。歳出総額は６４億３，５６８万８，３２７円で、

歳出執行率は 93.3％となっております。歳入歳出差引額は１億２，５６２万１，９５９円と

なっており、その内、翌年度へ繰り越すべき財源として、繰越明許費繰越額が１，７００万

４，０００円となっております。 

１２、１３ページをお開きください。 

ここには、平成２９年度から平成３０年度へ繰越した事業のそれぞれの事業内訳を掲載し

ておりますので、参考としてください。これらの事業の財源内訳の一般財源の合計額、１３

ページ右下の１，７００万４，０００円が、翌年度へ繰り越すべき財源として計上されてお

ります。 

１６４ページに戻ってください。そして、実質収支額は１億８６１万７，９５９円となっ

ております。 

次に、国民健康保険事業会計ですが、１８８ページをお開きください。 
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一般会計から９，６８０万円、歳入の 7.8％を繰入れ、国保財政調整基金を１００万円取

崩し、歳入総額は１２億３，９３７万９，１５０円となっております。 

歳出総額は１２億２，６１７万１，３３３円で、執行率は 92.9％、歳入歳出差引額・実質

収支額ともに１，３２０万７，８１７円となっております。 

続きまして、国民健康保険診療所事業会計ですが、２０４ページをお開きください。 

一般会計から３，３２０万円、歳入の 14.7％を繰入れ、歳入総額は２億２，６０２万３，

０５９円となっております。歳出総額は２億２，５３０万５，８４０円で、執行率は 96.9％、

歳入歳出差引額・実質収支額ともに７１万７，２１９円となっております。 

次に、へき地出張診療所事業会計ですが、２１６ページをお開きください。 

一般会計から１２０万円、歳入の 19.4％を繰入れ、歳入総額は６１９万９，９９２円とな

っております。歳出総額は５４３万９，６２７円で、執行率は 80.0％、歳入歳出差引額・実

質収支額ともに７６万３６５円となっております。 

続きまして、後期高齢者医療事業会計ですが、２２８ページをお開きください。 

一般会計から４，１７０万円、歳入の 29.4％を繰入れ、歳入総額は１億４，１９２万５，

２１５円となっております。歳出総額は１億４，０８７万１，２７１円で、執行率は 98.2％、

歳入歳出差引額・実質収支額ともに１０５万３，９４４円となっております。 

次に、公共下水道事業会計ですが、２４４ページをお開きください。 

一般会計から２億７，７００万円、歳入の 60.0％を繰入れ、歳入総額は４億６，１３９万

４，２８８円となっております。歳出総額は４億４，９６５万１５５円で、執行率は 95.2％

となっております。歳入歳出差引額は１，１７４万４，１３３円となっており、その内、翌

年度に繰り越すべき財源として、繰越明許費繰越額が７８１万５，０００円となっておりま

す。 

で、少し戻っていただいて、２３２、２３３ページをお開きください。 

ここには、平成２９年度から平成３０年度へ繰り越した事業内訳を掲載しておりますので

参考としてください。この事業の財源内訳の一般財源の合計額、２３３ページ右下の７８１

万５，０００円が翌年度に繰り越すべき財源として計上されております。 

２４４ページに戻ってください。そして、実質収支額は３９２万９，１３３円となってお

ります。 

続きまして、簡易水道事業会計ですが、２５６ページをお開きください。 

一般会計から２，４００万円、歳入の 16.4％を繰入れ、歳入総額は１億４，６７０万８，

８０７円となっております。歳出総額は１億４，５０２万７，４３９円で、執行率は 97.3％、

歳入歳出差引額・実質収支額ともに１６８万１，３６８円となっております。 

次に、ＣＡＴＶ事業会計ですが、２６８ページをお開きください。 

一般会計から１億３５０万円、歳入の 74.7％を繰入れ、歳入総額は１億３，８６３万４，

２４９円となっております。歳出総額は１億３，７９４万１，５７２円で、執行率は 98.4％、

歳入歳出差引額・実質収支額ともに６９万２，６７７円となっております。 

続きまして、農業集落排水事業会計ですが、２８０ページをお開きください。 

一般会計から４，１００万円、歳入の 74.0％を繰入れ、歳入総額は５，５４１万２，９７
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８円となっております。歳出総額は５，４５９万５，１０２円で、執行率は 94.3％、歳入歳

出差引額・実質収支額ともに８１万７，８７６円となっております。 

次に、介護保険事業会計ですが、３１０ページをお開きください。 

一般会計から１億２，２００万円、歳入の 14.6％を繰入れ、歳入総額は８億３，２８８万

９，９６９円となっております。歳出総額は８億３，１５２万９，１５９円で、執行率は 89.3％、

歳入歳出差引額・実質収支額ともに１３６万８１０円となっております。 

続きまして、介護サービス事業会計ですが、３２８ページをお開きください。 

一般会計から２，４４０万円、歳入の 47.9％を繰入れ、歳入総額は５，０８９万９，９５

０円となっております。歳出総額は５，０００万８，３１３円で、執行率は 95.4％、歳入歳

出差引額・実質収支額ともに８９万１，６３７円となっております。 

次に、浄化槽事業会計ですが、３３８ページをお開きください。 

一般会計から２，６００万円、歳入の 83.0％を繰入れ、歳入総額は３，１３３万６，６１

２円となっております。歳出総額は２，９８５万８，０９７円で、執行率は 90.5％、歳入歳

出差引額・実質収支額ともに１４７万８，５１５円となっております。 

続きまして、魚島船舶事業会計ですが、３５０ページをお開きください。 

一般会計から２，６５０万円、歳入の 23.5％を繰入れ、歳入総額は１億１，２７９万７，

４７１円となっております。歳出総額は１億１，２１３万９，７６８円で、執行率は 96.8％、

歳入歳出差引額・実質収支額と計から２，６５０万円、歳入の 23.5％を繰入れ、歳入総額は

１億１，２７９万７，４７１円となっております。歳出総額は１億１，２１３万９，７６８

円で、執行率は 96.8％、歳入歳出差引額・実質収支額ともに６５万７，７０３円となってお

ります。 

 次に特別養護老人ホーム事業会計ですが、３６６ページをお開きください。 

一般会計から１億３，９２０万円、歳入の 33.9％を繰入れ、歳入総額は４億１，０１１万

３，２４９円となっております。歳出総額は４億７９１万５９３円で、執行率は 99.3％、歳

入歳出差引額・実質収支額ともに２２０万２，６５６円となっております。 

続きまして、生名船舶事業会計ですが、３７８ページをお開きください。 

一般会計からの繰入はなく、歳入総額は３億１，９２９万７，０５３円となっております。

歳出総額は２億２，２１２万１，８１８円で、執行率は 98.3％、歳入歳出差引額・実質収支

額ともに９，７１７万５，２３５円となっております。 

続きまして、上水道事業会計ですが、３８４ページをお開きください。 

まず、収益の部は、１の営業収益 と３の営業外収益 で、収益総額は、２億４，７７７万

６，４３１円となっております。次に、費用の部は、２の営業費用、４の営業外費用 と５

の特別損失で、費用総額は２億１，２８１万７，４０７円、歳出執行率は 92.9％となってお

ります。収益総額から費用総額を引いた当年度純利益は、３，４９５万９，０２４円となり、

前年度繰越利益剰余金１億７，８８６万８，８７９円を加え、当年度未処分利益剰余金は２

億１，３８２万７，９０３円となっております。 

次に、右側の３８５ページをご覧ください。 

ええー、４の上水道事業剰余金処分計算書についてですが、当年度末の利益剰余金処分額
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は、減債積立金、利益積立金ともに行っておりませんので、翌年度繰越利益剰余金は当年度

未処分利益剰余金と同額の２億１，３８２万７，９０３円となっております。 

以下、３８９ページから上水道事業報告書、３９３ページ以降に収益費用明細書等を添付

しておりますのでご参照ください。また、４０１ページ以降に、財産に関する調書及びその

他の付属書類を添付しておりますので、こちらも後ほどご参照ください。 

以上を持ちまして、決算の説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○（濱田 高嘉 議長） 

はい、ただ今、提案理由の説明がありました。ここで、亀山監査委員に、監査報告をお願

いしたいと思います。 

（亀山監査委員、登壇） 

○（亀山 秀夫 監査委員） 

はい、それでは、平成２９年度「上島町一般会計・特別会計並びに上水道事業会計」の監

査の結果を報告いたします。 

まず、監査意見書、ええー、地方自治法第２３３条第２項並びに地方公営企業法第

３０条第２項の規定により、平成２９年度上島町一般会計歳入歳出決算書・特別会計

歳入歳出及び上水道議業会計決算報告書を審査した結果、収支とも正当と認めます。 

平成３０年８月７日、上島町長 宮脇 馨 様。上島町監査委員、亀山 秀夫。同じく、

上島町監査委員、土居 計彦。 

次に、ええー、決算の概要について報告します。 

歳入につきましては、国庫補助金の減、町債の減により、昨年対比 95.0％の６５億６，１

００万円となっております。 

歳出につきましては、６４億３，５００万円、翌年度繰越明許費を除くと「実質執行率は、

94.4％」で適正に執行されていると認定しました。 

特別会計繰入金については、９億５，６５０万円で、昨年対比 108.3％と増加しておりま

す。 

基金につきましては、地域振興基金 1億円の新設により全体では３，０９４万８，０００

円増加しております。 

全会計の決算総額は、昨年対比 99.0％の１０４億７，４００万円となっております。 

なお、財政健全化判断比率及び資金不足比率については、実質公債比率は 10.6％、将来負

担比率は 27.6％、資金不足比率の資金不足はありません。財政指数は、健全に保たれ推移し

ております。 

本決算についての所見及び改善検討事項につきましては、所見１件、改善・検討事項３件

を提案しております。 

所見につきましては、町民税・固定資産税・国民健康保険料の徴収率は、納税者のご協力

により愛媛県下でも高い徴収率となっております。 

改善・検討事項につきましては、検討の上、ご審議していただくことを要望いたします。 

以上、監査報告を終わります。(亀山監査委員、そのまま演台にて待機) 

○（濱田 高嘉 議長） 
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はい、提案理由の説明並びに監査報告が終わりました。ここで、亀山監査委員には、退席

していただいてもよろしゅうございましょうか。(「はい」の声あり)亀山監査委員、ありが

とうございました。 

(亀山監査委員、退場) 

○（濱田 高嘉 議長） 

お諮りいたします。ただ今、議題となっております、議案第８６号から議案第１０１号に

ついては、予算決算委員会に付託して審議することにご異議ありませんか。（複数の「異議

なし」の声あり）ご異議なしと認めます。従って、議案第８６号から議案第１０１号につい

ては、所管の予算決算委員会に付託して審議することに決定しました。よって、本日ここで

の質疑は省略いたします。 

 

日程第２２、議案第１０９号 

○（濱田 高嘉 議長） 

続きまして、日程第２２、議案第１０９号、「上島町営土地改良事業等の経費の分担金等

徴収に関する条例」を議題といたします。提案理由の説明を求めます。 

○（村上 和志 副町長） （挙手）はい、議長。 

○（濱田 高嘉 議長） 村上副町長。 

○（村上 和志 副町長） 

はい。議案第１０９号、「上島町営土地改良事業等の経費の分担金等徴収に関する条例」

についての提案理由の説明をいたします。 

提案理由といたしましては、平成３０年７月豪雨による農地の災害復旧事業及び農業農村

整備事業の実施に伴い、当該経費の分担金等の徴収に関する関係規定を整備する必要が生じ

ましたので、この条例案を提出するものでございます。 

なお、条例の内容等につきましては、森本農林水産課長から説明いたします。よろしくお

願いいたします。 

○（森本 英隆 農林水産課長） （挙手） 

○（濱田 高嘉 議長） はい、森本農林水産課長。 

○（森本 英隆 農林水産課長） 

はい。それでは、ご説明いたします。 

これまで、上島町では、農林水産業施設災害復旧費分担金徴収条例と町営土地改良事業の

経費の賦課徴収に関する条例がありましたが、農林水産業施設災害復旧費分担金徴収条例で

は、分担金の徴収基準や事務手続きが複雑であったこと、町営土地改良事業の経費の賦課徴

収条例では、経費の賦課種類には、夫役や現品などがあり、今日には、そぐわないことや事

務手続きに時間がかかるため、統合を図り、全面見直しを図ったものでございます。 

これにより災害復旧事業や農業農村整備事業の分担金等の内容がより明確になり、手続き

も分かりやすくなったったものと考えます。 

条文の 1/2 ページ目をご覧ください。 

第１条では、目的として土地改良事業、災害復旧事業の受益者からの分担金を徴収するた
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めと定めております。第２条では、分担金等を受益者から徴収すること。第３条では、分担

金等の金額に対する規定。第４条では、賦課期日を毎年度事業着手の日と定め、第５条では、

徴収方法について、それぞれ明記をしております。 

続きまして 2/2 ページ目をご覧ください。 

第７条では、特別徴収金の内容について触れ、事業実施後、８年以内に目的外用途に転用

された場合に、転用部分について、補助金の対象となった部分に負担義務が発生し、特別徴

収金として徴収することを定めております。 

なお、この条例は、公布の日から施行することとし、これまでの上島町農林水産業施設災

害復旧費分担金徴収条例と上島町営土地改良事業の経費の賦課徴収に関する条例は廃止し、

経過措置を設けております。 

ええー、以上簡単ですが、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○（濱田 高嘉 議長） 

はい、ただ今、提案理由の説明がありました。これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。（複数の「なし」の声あり。）質疑がないようですから、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。（複数の「なし」の声あり）討論がないよ

うですから、討論を終わります。 

これから、日程第２２、議案第１０９号、「上島町営土地改良事業等の経費の分担金等徴

収に関する条例」を採決いたします。お諮りいたします。本案を原案のとおり決定すること

に賛成の方は、起立願います。 

（賛成者、起立） 

起立、全員です。よって、議案第１０９号は、原案のとおり可決されました。 

 

日程第２３、議案第１１０号 

○（濱田 高嘉 議長） 

続きまして、日程第２３、議案第１１０号、「上島町魚島国民健康保険診療所条例」を議

題といたします。提案理由の説明を求めます。 

○（村上 和志 副町長） （挙手）はい、議長。 

○（濱田 高嘉 議長） 村上副町長。 

○（村上 和志 副町長） 

はい。議案第１１０号、「上島町魚島国民健康保険診療所条例」についての提案理由の説

明をいたします。提案理由といたしましては、本条例の精査に伴い、関係規定を整備する必

要が生じましたので、この条例案を提出するものでございます。 

なお、条例の内容等につきましては、今井住民課長から説明いたします。よろしくお願い

いたします。 

○（今井 稔 住民課長）（挙手）議長。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、今井住民課長。 

○（今井 稔 住民課長） 

はい、それでは、この条例について、ご説明させていただきます。 
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平成１６年の合併時に旧魚島村の条例として、条例を引き継いだものですが、現在の診療

所運営に沿ったものとするため全部改正するものです。 

それでは、条例の内容について、ご説明いたします。 

1/2 ページをご覧ください。第 1条から第４条にかけては「設置」、「名称及び位置」、

「職員の配置に関すること」、「所長の職務」について定めています。第５条から第７条に

かけては「診療業務の内容」、「使用料及び手数料」、「診療日及び診療時間」を定めてい

ます。ええー、2/2 ページをご覧ください。第８条からの第１０条にかけては「特別会計の

設置」、「損害賠償に関すること」、「委任」に関することを定めております。 

なお、この条例は、公布の日から施行いたします。 

以上、簡単ですが説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○（濱田 高嘉 議長） 

はい、ただ今、提案理由の説明がありました。これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。（複数の「なし」の声あり）質疑がないようですから、これで質疑を終わります。こ

れから討論を行います。討論はありませんか。（複数の「なし」の声あり）討論がないよう

ですから、討論を終わります。 

これから、日程第２３、議案第１１０号、「上島町魚島国民健康保険診療所条例」を採決

いたします。お諮りいたします。本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願い

ます。 

（賛成者、起立） 

起立、全員です。よって、議案第１１０号は、原案のとおり可決されました。 

 

日程第２４、議案第１１１号 

○（濱田 高嘉 議長） 

続きまして、日程第２４、議案第１１１号、「上島町高井神へき地出張診療所条例」を議

題といたします。提案理由の説明を求めます。 

○（村上 和志 副町長） （挙手）はい、議長。 

○（濱田 高嘉 議長） 村上副町長。 

○（村上 和志 副町長） 

はい。議案第１１１号、「上島町高井神へき地出張診療所条例」についての提案理由の説

明をいたします。提案理由といたしましては、本条例の精査に伴い、関係規定を整備する必

要が生じましたので、この条例案を提出するものでございます。 

なお、条例の内容等につきましては、今井住民課長から説明いたします。よろしくお願い

いたします。 

○（今井 稔 住民課長）（挙手）議長。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、今井住民課長。 

○（今井 稔 住民課長） 

 はい。この条例については、先ほどの魚島国民健康保険診療所条例と同様に、現在の診療

所運営に沿ったものとするため全部改正をするものです。 
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 それでは、条例の内容についてご説明いたします。 

 1/2 ページをご覧ください。第 1条から第４条にかけては「設置」、「名称及び位置」、

「職員の配置に関すること」、「所長の職務」について定めています。第５条から第７条に

かけては「診療業務の内容」、「使用料及び手数料」、「診療日及び診療時間」を定めてい

ます。 

次の 2/2 ページをご覧ください。第８条からの第１０条にかけては「特別会計の設置」、

「損害賠償に関すること」、「委任」に関することを定めております。 

なお、この条例は、公布の日から施行いたします。 

以上、簡単ですが説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○（濱田 高嘉 議長） 

はい。ただ今、提案理由の説明がありました。これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。（複数の「なし」の声あり）質疑がないようですから、これで質疑を終わります。こ

れから討論を行います。討論はありませんか。（複数の「なし」の声あり）討論がないよう

ですから、討論を終わります。 

これから、日程第２４、議案第１１１号、「上島町高井神へき地出張診療所条例」を採決

いたします。お諮りいたします。本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願い

ます。 

（賛成者、起立） 

起立、全員です。よって、議案第１１１号は、原案のとおり可決されました。 

 

日程第２５、議案第１１３号 

○（濱田 高嘉 議長） 

続いて、日程第２５、議案第１１３号、「新町建設計画の変更について」を議題といたし

ます。提案理由の説明を求めます。 

○（村上 和志 副町長） （挙手）はい、議長。 

○（濱田 高嘉 議長） 村上副町長。 

○（村上 和志 副町長） 

はい。議案第１１３号、「新町建設計画の変更について」、平成１６年４月に策定(平成

２９年６月２２日議決改訂)した上島新町建設計画について、別紙のとおり変更するもので

ございます。提案理由といたしましては、市町村合併特例債事業の実施にあたり、新町建設

計画の変更の必要が生じ、県との正式協議が整いましたので、市町村の合併の特例に関する

法律第６条第６項の規定により、この案を提出するものでございます。 

なお、変更内容等につきましては、杉田企画財政課長から説明いたします。よろしくお願

いいたします。 

○（杉田 和房 企画財政課長）（挙手）はい、議長。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、杉田企画財政課長。 

○（杉田 和房 企画財政課長） 

はい。変更内容の説明をいたします。 
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添付資料の「上島新町建設計画 平成３０年９月改訂版」をご覧ください。 

この建設計画は、平成１６年に上島合併協議会が合併後の新町を建設していくための基本

方針を定め、新町の速やかな一体化を促進するため策定したもので、今回改訂したところは

朱書きで表しております。 

今回の主な改訂点は、ゆめしま奨学金制度創設に伴う概要の追加、新規に市町村合併特例

事業で実施する「土生港長崎桟橋待機レーン等整備」の内容追加及び現時点での時点修正を

したものです。 

まず、「ゆめしま奨学金」については、１９ページをお願いします。変更内容は、昨年度

創設した地域振興基金を、「ゆめしま奨学金」に充当することとしたため、「ゆめしま奨学

金」制度の目的である「子育て世代の経済的負担と将来への不安を軽減するため、ゆめしま

奨学金制度による町出身者の世界各地での活躍支援、ブーメラン人材の地域での活躍支援を

行い、人口流出の減少と出生数の増加を図ります。」という文を追加しております。 

続いて２０ページをお願いします。平成３０年度から事業実施を計画している土生港長崎

桟橋車両待機レーン等整備事業に、合併特例債を充当する計画であるため、「町内の港湾施

設の整備促進」となっておりましたが、「町内及び上島町を結ぶ町外(対岸)」を追加し、対

岸の港湾施設の整備ができるよう追加しております。 

続いて２５ページをお願いします。（６）積立金の基金名称が確定し、「合併市町村振興

基金等」から「地域振興基金」に名称を変更しております。また、全編にわたりまして、時

点修正の必要な数値等を変更しております。 

次に、参考資料№２の最後のページ目の黄色で示した帯をご覧ください。 

先ほどご説明いたしました「土生港長崎桟橋待機レーン等整備」を新規追加しております。

また、本資料においても、各事業の事業実施・完成等に伴い、事業費を朱書きで変更して 

おります。 

以上、簡単ではございますが、新町建設計画の変更についての説明を終わります。よろし

くお願いします。 

○（濱田 高嘉 議長） 

はい。ただ今、提案理由の説明がありました。これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。（「なし」の声あり）質疑がないようですから、これで質疑を終わります。これから

討論を行います。討論はありませんか。（「なし」の声あり）討論がないようですから、討

論を終わります。 

これから、日程第２５、議案第１１３号、「新町建設計画の変更について」を採決いたし

ます。お諮りいたします。本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（賛成者、起立） 

起立、全員です。よって、議案第１１３号は、原案のとおり可決されました。 

 ええー、ここで休憩に入りたいと思います。１時５５分から再開いたします。 

 

（ 休 憩 ： 午後 １時４５分 ～ 午後 １時５５分 ） 
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日程第２６～３２、議案第１０２号～第１０８号 

○（濱田 高嘉 議長） 

はい、会議を再開いたします。 

続きまして、日程第２６、議案第１０２号、「平成３０年度 上島町一般会計補正予算（第

３号）」から日程第３２、議案第１０８号、「平成３０年度 上島町生名船舶事業会計補正

予算（第１号）」までの「補正予算案７件」につきましても一括議題としたいと思いますが、

ご異議ありませんか。（複数の「異議なし」の声あり）ご異議なしと認めます。よって、日

程第２６、議案第１０２号、「平成３０年度 上島町一般会計補正予算（第３号）」から日

程第３２、議案第１０８号、「平成３０年度 上島町生名船舶事業会計補正予算（第１号）」

までの「補正予算案７件」につきましても一括議題といたします。 

それでは、議案第１０２号から議案第１０８号までの補正予算案７件について、順次説明

を求めます。 

○（村上 和志 副町長） （挙手）はい、議長。 

○（濱田 高嘉 議長） 村上副町長。 

○（村上 和志 副町長） 

はい。議案第１０２号、「平成３０年度 上島町一般会計補正予算（第３号）」の説明を

いたします。 

予算書の１ページをお願いいたします。 

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億３，２００万円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ７６億４００万円といたします。第２項の歳入歳出予算補正

について、お手許の予算説明資料、「平成３０年度９月補正予算の概要」に基づいて説明い

たします。 

まず、全般的な事項ですが、補正予算の総額は一般会計が１億３,２００万円。特別会計

は３６０万円で、その内訳は、国民健康保険事業会計１００万円、介護保険事業会計５８０

万円、介護サービス事業会計マイナス２８０万円、魚島船舶事業会計０円、特別養護老人ホ

ーム事業会計マイナス９４０万円及び生名船舶事業会計９００万円となっております。企業

会計である上水道事業会計の補正はありません。 

次に、一般会計の補正予算編成は、地方交付税、分担金、国庫支出金、繰入金、繰越金、

諸収入、町債を財源として既定の事務事業の見直しを行いました。 

財源といたしましては、まず、地方交付税５億８,６４７万９千円。これは、普通交付税

確定額３２億５,７４７万９千円から当初予算計上済額２６億７,１００万円を差し引いた

金額を予算計上しています。 

分担金６６万円。これは、工事に係る受益者から徴収する分担金で、町営土地改良事業等

の１０％分の分担金です。 

国庫支出金９４７万６千円。これは、マイナンバー制度に伴うシステム改修費として補助

される社会保障・税番号制度システム整備費補助金と、ゆめしま海道サイクリング事業・上

島町ＰＲ事業及び上島町滞在型観光振興事業に充当する離島活性化交付金、また、しまなみ

ＤＭＯ形成推進事業及び稼ぐ力を創出するスポーツと文化による地域活性化事業に充当す
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る地方創生推進交付金並びに様式変更に係るシステム改修費として交付される国民年金事

務費交付金です。 

繰入金マイナス６億２,１００万円。これは、財政調整基金繰入金です。繰越金９９万８

千円。諸収入３８万７千円。これは、消防団用備品の購入に係る助成金です。町債１億５，

５００万円。これは臨時財政対策債及び公共交通施設整備事業債です。 

以上、１億３，２００万円で補正予算を編成いたしました。 

次に、補正理由と要旨ですが、まず１番目として、地方債の補正ですが、予算書の４ペー

ジの「第２表 地方債補正」をお願いいたします。起債発行予定額の確定に伴い、臨時財政

対策債を１億３千万円から１億６，０６０万円に増額及び公共交通施設整備事業の実施に伴

い、新規に１億２，５００万円を追加計上いたしました。 

以上により、限度額の総額を、補正前１２億４２０万円から１３億５，９８０万円に変更

するものでございます。 

「補正予算の概要」の２ページに戻ってください。 

次に２番目として、次の事務事業等を新たに計上いたしました。 

（１）の公共交通施設整備事業用地購入費(第一期)は、長崎桟橋周辺整備事業実施に伴い、

当該用地の不動産鑑定価格、面積が確定したことにより用地購入費を計上するもので、金額

は３，０９６万４千円です。 

（２）の公共交通施設整備事業物件移転補償金(第一期)は、長崎桟橋周辺整備事業実施に

伴い、補償金の額が確定したことにより当該用地に係る建物の移転等の補償金を計上するも

ので、金額は１億円です。 

３番目として、その他、経常･投資経費の変更を要するに至りました。 

以上で、議案第１０２号、「平成３０年度 上島町一般会計補正予算（第３号）」の説明

を終わります。よろしくお願いいたします。 

○（今井 稔 住民課長） （挙手）はい、議長。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、今井住民課長。 

○（今井 稔 住民課長） 

はい。議案第１０３号、「平成３０年度 上島町国民健康保険事業会補正予算（第１号）」

の説明をいたします。 

ええー、予算書の１ページをお願いいたします。 

補正予算の総額は、第１条にありますように、歳入歳出、それぞれ１００万円増額し、予

算の総額を１０億８,４７０万円といたします。 

主なものにつきましては、事項別明細書で説明いたしますので７ページをお願いいたしま

す。歳入ですが、ええー、７款１項１目、繰越金１００万円は前年度の実績に伴い増額する

ものです。 

８ページをお願いします。歳出ですが、７款１項４目、療養給付費等交付金償還金９８万

円は、前年度実績により退職者医療療養給付費交付金を返還するものです。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いします。 

○（大本 一明 健康推進課長） （挙手）はい、議長。 
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○（濱田 高嘉 議長） はい、大本健康推進課長。 

○（大本 一明 健康推進課長） 

はい。議案第１０４号、「平成３０年度 上島町介護保険事業会計補正予算（第１号）」

の説明をいたします。 

予算書の１ページをお願いします。補正予算の総額は、第１条にございますように、歳入

歳出それぞれ５８０万円を増額し、総額８億６,７１０万円といたします。 

予算の主なものにつきまして事項別明細書で説明いたします。 

７ページをお願いいたします。はい、歳入になります。３款２項２目、国庫補助金の地域

支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業）１９７万３千円の増は、対象事業費（人

件費等）の増額によるものです。３目の地域支援事業交付金、介護予防・日常生活支援総合

事業以外のものにつきましての１４５万６千円の減は対象事業費の減額によるものです。 

４款１項２目、支払基金交付金の地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業）

２２１万円の増、そして、５款３項１目の地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総

合事業）の９８万６千円の増、７款１項２目の一般会計繰入金の地域支援事業交付金（介護

予防・日常生活支援総合事業）の９８万６千円の増は、同じように対象事業費（人件費等）

の増額によるものです。 

５款３項２目の地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業以外）の７２万８

千円の減、続きまして、８ページの７款１項３目の一般会計繰入金の地域支援事業繰入金（介

護予防・日常生活支援総合事業以外）の７２万８千円の減は、対象事業費の減によるもので

す。 

７款１項４目の一般会計繰入金のその他一般会計繰入金、ええー、職員給与費等繰入金の

４５９万６千円の増につきましては、新採職員 1名の増、及び昇給等によるものです。事務

費繰入金３９５万４千円の減は、対象事業費の減額によるものです。 

７款２項１目、基金繰入金の介護給付費準備基金繰入金９１万８千円の増は、給付費の不

足によるものです。 

８款１項１目、繰越金の１０７万８千円の増は、前年度繰越金の確定による増額となりま

す。 

１０款２項５目の諸収入、雑入の介護予防プラン給付費等の８万１千円につきましては端

数調整によるものになります。 

９ページをお願いします。歳出になります。１款３項 1目の介護認定審査会費の人件費等

の増は、昇給等によるものになります。 

１０ページをお願いします。４款１項１目の基金積立金の介護給付費準備基金積立金の１

０７万１千円の増は、平成２９年度に積立てできなかった残額を計上するものになります。 

１１ページをお願いします。５款１項１目の介護予防・生活支援サービス事業費の負担金

１７万の増は、利用者の増によるものです。２目の介護予防ケアマネジメント事業費の人件

費等につきましては、新採職員 1名の増及び昇給によるものです。 

１３ページをお願いいたします。５款３項３目の人件費等の増につきましては、昇給によ

るものです。４目の任意事業費、５目の在宅医療・介護連携推進事業費においては、財源充
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当の組み替えによるものです。 

１４ページをお願いします。５款４項１目の支払審査手数料の手数料１０万円の増は、予

想より件数が増加しているため増額するものです。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いします。 

○（大本 一明 健康推進課長） （挙手） 

○（濱田 高嘉 議長） はい、大本健康推進課長。 

○（大本 一明 健康推進課長） 

はい。議案第１０５号、「平成３０年度 上島町介護サービス事業会計補正予算（第１号）」

の説明をいたします。 

予算書の１ページをお願いいたします。補正予算の総額は、第１条にございますように、

歳入歳出それぞれを２８０万円減額し、総額４，４８０万円とします。 

予算の主なものにつきましては、事項別明細書で説明しますので、７ページをお願いいた

します。歳入になります。２款１項１目の一般会計繰入金２８０万円の減は、歳出の減額に

伴うものになります。 

８ページをお願いします。歳出になります。２款２項 1 目の地域密着型サービス事業費、

及び９ページの２款３項１目の居宅介護支援事業費及び２目の介護予防支援事業費におけ

る人件費等につきましては、ええー、新規採用職員１名を予定しておりましたが採用がなか

ったため減額となっております。それと人事異動及び昇給に伴う増減となっております。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いします。 

○（中辻 洋 公共交通課長） （挙手）議長。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、中辻公共交通課長。 

○（中辻 洋 公共交通課長） 

はい。それでは続きまして、議案第１０６号「平成３０年度 上島町魚島船舶事業会計補

正予算（第１号）」の説明をいたします。 

予算書の１ページをお願いたします。補正予算の総額は、第１条にございますように、総

額には変更ございません。主なものにつきまして、事項別明細書で説明いたしますので、５

ページをお願いいたします。ええー、歳入の補正はございません。歳出となります。１款１

項１目、一般管理費は、事務職員の人事異動等により２節、給料から４節、共済費を補正す

るもので、２５０万９千円減額いたします。 

６ページをお願いいたします。１款２項１目、一般業務費は、船員の採用等によりまして、

２節、給料から４節、共済費を補正するもので、２２１万円を増額いたします。７ページの

３款１項１目の予備費で端数調整を行っております。 

  以上で「平成３０年度 上島町魚島船舶事業会計補正予算（第１号）」の説明を終わりま

す。よろしくお願いいたします。 

○（村上 和彦 海光園長） （挙手）議長。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、村上海光園長。 

○（村上 和彦 海光園長） 

はい。ええー、それでは、議案第１０７号「平成３０年度 上島町特別養護老人ホーム事
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業会計補正予算（第 1号）」について説明いたします。 

 予算書の１ページをお願いいたします。今回の補正予算は、第 1 条にございますように、

歳入歳出それぞれ９４０万円を減額し、総額を４億１，３１０万円といたします。 

 補正予算の主な内容につきましては、事項別明細書で説明しますので、７ページをお願い

いたします。 

まず歳入ですが、７款１項１目の一般会計繰入金８７０万円の減は、歳出総額の減に伴い

減額計上するものです。 

次に、８款１項１目の繰越金は、前年度繰越金の確定に伴い、７０万円減額計上するもの

です。 

 続いて、歳出予算について説明しますので、８ページをお願いいたします。１款１項１目

の一般管理費のうち、２節、給料から４節、共済費までの人件費関係は、人事異動等に伴い

９７３万８千円減額計上しております。１１節の需用費については、豪雨災害に伴う断水時

に必要となった給食用や介護用等の消耗品費及び光熱水費について３０万円予算計上して

おり、一般管理費合計では、９４３万８千円の減額補正となっております。 

続いて９ページをお願いいたします。５款１項１目の予備費については、予算総額調整の

ために３万８千円を増額計上しております。 

以上、簡単ですが、議案第１０７号の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○（中辻 洋 公共交通課長） （挙手）議長。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、中辻公共交通課長。 

○（中辻 洋 公共交通課長） 

はい。ええー、続きまして、議案第１０８号、「平成３０年度 上島町生名船舶事業会計

補正予算（第１号）」の説明をいたします。 

予算書の１ページをお願いたします。今回の補正予算の総額は、第１条にございますよう

に、歳入歳出をそれぞれ９００万増額し、総額を２億４，２００万円といたします。予算の

主なものにつきまして事項別明細書で説明いたしますので７ページをお願いいたします。 

歳入です。ええー、４款１項１目、繰越金は、前年度繰越金を９００万円増額いたします。 

８ページをお願いいたします。歳出に移ります。１款１項１目一般管理費は、事務職員の

人事異動等によりまして、２節、給料から７節、賃金を補正するもので、総額１７７万９千

円を増額いたします。 

９ページをお願いします。１款２項１目、運航総務費は、船員の採用等によりまして、２

節、給料から、７節、賃金を補正するもので、総額６２９万３千円を増額いたします。 

１０ページをお願いいたします。３款１項１目の予備費におきまして、予算の端数調整を

行っております。 

簡単ですが、以上で「平成３０年度上島町生名船舶事業会計補正予算（第１号）」の説明

を終わります。よろしくお願いいたします。 

○（濱田 高嘉 議長） 

はい、ただ今、提案理由の説明がありましたが、議案第１０２号から議案第１０８号まで

の補正予算案７件の審査につきましても所管の予算決算委員会に付託することにご異議あ



62 

越智郡上島町議会会議録 平成３０年９月１２日 開催 

 

りませんか。（複数の「異議なし」の声あり）ご異議なしと認めます。 

従って、議案第１０２号から議案第１０８号までの補正予算案７件の審査につきましても

所管の予算決算委員会に付託することに決定しました。よって、ここでの質疑は省略いたし

ます。 

 

日程第３３、議案第１１４号 

○（濱田 高嘉 議長） 

ええー、続きまして、日程第３３、議案第１１４号、「上島町特定環境保全公共下水道弓

削浄化センター再構築・耐震の建設工事委託に関する協定の締結について」を議題といたし

ます。提案理由の説明を求めます。 

○（村上 和志 副町長） （挙手）はい、議長。 

○（濱田 高嘉 議長） 村上副町長。 

○（村上 和志 副町長） 

はい。議案第１１４号、「上島町特定環境保全公共下水道弓削浄化センター再構築・耐震

の建設工事委託に関する協定の締結について」、次のとおり協定を締結することについて、

議会の議決を求めるものでございます。 

１ 協定の名称上島町特定環境保全公共下水道弓削浄化センター再構築・耐震の建設工事

委託に関する協定 

２ 契約の方法  随意契約 

３ 協定の金額  金 ９，９００万円 

４ 協定の期間  平成３０年度から平成３１年度までの２ヶ年間 

５ 協定の相手方 東京都文京区湯島二丁目３１番２７号 

         日本下水道事業団 理事長 辻原 俊博(つじはら としひろ) 

提案理由といたしましては、上島町特定環境保全公共下水道弓削浄化センター再構築・耐

震の建設工事委託に関する協定に付するため、地方自治法第９６条第１項第５号並びに上島

町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により提

案するものでございます。 

なお、工事委託の内容等につきましては、中濵生活環境課長から説明いたします。よろし

くお願いいたします。 

○（中濵 淳一 生活環境課長） （挙手）議長。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、中濵生活環境課長。 

○（中濵 淳一 生活環境課長） 

はい、それでは、今回の工事委託内容について説明いたしますので、２枚目の参考資料を

お開きください。 

弓削浄化センターは、老朽化による機能低下により安定した維持管理を行うことが難しく

なっていることから、平成２６年度に策定した長寿命化計画に基づき、平成２８年度より順

次工事を進めています。 

今回の工事は、引き続き長寿命化改修工事と新たに耐震補強工事を２ケ年で行います。 
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１ページ目には、弓削浄化センターの位置を示しており、２ページ目の施設平面図には、

今回施工する施設を朱書きで着色しております。 

３ページ目からは、長寿命化改修工事箇所及びあと施工せん断補強技術を用いたＲＭＡ工

法による耐震補強工事箇所を示しております。 

また、ええー、図面の後には、仮の協定書のコピーを添付しております。 

下水道は、生活に欠かすことのできないライフラインであり、施設の故障は、町民生活に

大きな支障を与えますので、不測の機能停止が発生しないようにするためにも、何卒ご理解

いただきますようお願い申し上げます。以上、説明を終わります。 

○（濱田 高嘉 議長） 

はい。ただ今、提案理由の説明がありました。これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。（複数の「なし」の声あり）質疑がないようですから、これで質疑を終わります。こ

れから討論を行います。討論はありませんか。（複数の「なし」の声あり）討論がないよう

ですから、討論を終わります。 

これから、日程第３３、議案第１１４号、「上島町特定環境保全公共下水道弓削浄化セン

ター再構築・耐震の建設工事委託に関する協定の締結について」を採決いたします。お諮り

いたします。本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（賛成者、起立） 

起立、全員です。よって、議案第１１４号は、原案のとおり可決されました。 

 

日程第３４、議案第１１２号 

○（濱田 高嘉 議長） 

続きまして、日程第３４、議案第１１２号、「権利の放棄について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

○（村上 和志 副町長） （挙手）はい、議長。 

○（濱田 高嘉 議長） 村上副町長。 

○（村上 和志 副町長） 

はい。議案第１１２号、「権利の放棄について」、別紙のとおり権利を放棄することにつ

いて、議会の議決を求めるものでございます。提案理由といたしましては、愛媛県漁業信用

基金協会への出資金の出資口数を減じることに伴い発生する払戻請求権について、同協会の

財務内容を改善する必要があり、権利を放棄するため、この案を提案するものでございます。 

なお、権利の放棄の内容等につきましては、森本農林水産課長から説明いたします。よろ

しくお願いいたします。 

○（森本 英隆 農林水産課長） （挙手） 

○（濱田 高嘉 議長） はい、森本農林水産課長。 

○（森本 英隆 農林水産課長） 

はい。それでは、「権利の放棄について」ご説明いたします。 

２枚目の別紙をご覧ください。出資金の口数を減少させ、本来払戻を受けるべき権利を放

棄することについては、地方自治法第９６条第１項第１０号により、議会の議決が必要でご
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ざいまして、議決を求めるものでございます。 

それでは、権利の放棄についての内容につきまして、ご説明いたします。 

上島町では、愛媛県漁業信用基金協会へ平成１６年度の新町発足後、１口５万円、総口数

１０８口の５４０万円を出資しておりましたが、この度出資金の３５口、１７５万円の出資

を減額し、当該協会の繰越欠損金に充当するため、本来なら払い戻しを受けるべき権利を放

棄するものでございます。 

それでは、欠損金が生じている経過についてご説明いたします。参考資料の 1/2 ページを

ご覧ください。基金協会からのお願い文書でございます。 

基金協会の業務は、漁業者等が金融機関からの漁業近代化貸金、事業資金等の借入れに対

し、金融機関に対し、債務の保証を行うものでございます。 

現在、漁業者の高齢化や後継者問題、水揚げ高・生産高の減少等により漁業を取り巻く環

境が厳しさを増しており、協会においても新規保証や保証残高が減少する一方、代位弁済リ

スクが増大する等、収支及び財務の悪化が懸念されております。 

財務状況の悪化の経過につきましては、平成８年頃から発生した真珠貝の大量死や養殖魚

の価格低迷で、漁業者の借入金が増えたところに平成２１年からのリーマンショックに伴う

販売不振で、中小漁業者等の廃業が相次ぎ、代位弁済の増加により多額の繰越金を抱えるこ

とになったものでございます。 

こうした中、「全国漁業信用基金協会」が平成２９年４月に設立され、現下の漁業情勢か

ら将来にわたって県内漁業者の経営安定に寄与するためには当該基金協会への合併は、必要

であるとの判断がなされておりました。 

しかし、合併には欠損金を持ち込まないとされているため、平成２８年度末繰越欠損金、

約８億３千万円を解消する必要が生じたものでございます。 

平成３１年４月の合併までに欠損金を解消するためには、会員の減資が必要であり、今回

減資に伴う払戻請求権を放棄するものでございます。 

参考資料の 2/2 ページ目をご覧ください。関係機関の出資金に対する減資額を示しており

ます。それぞれ県下の公共団体、系統機関の出資金の減資及び払戻請求権の放棄について了

解をいただきまして、合併に向け準備をしている最中ですので、上島町におきましても議会

の議決についてよろしくお願いいたしたいと思います。 

以上簡単ですが、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○（濱田 高嘉 議長） 

はい。ただ今、提案理由の説明がありました。これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。（複数の「なし」の声あり）質疑がないようですから、これで質疑を終わります。こ

れから討論を行います。討論はありませんか。（複数の「なし」の声あり）討論がないよう

ですから、討論を終わります。 

これから、日程第３４、議案第１１２号、「権利の放棄について」を採決いたします。お

諮りいたします。本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（賛成者、起立） 

起立、全員です。よって、議案第１１２号は、原案のとおり可決されました。 
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追加日程第１・２、議案第１１５号・議案第１１６号 

○（濱田 高嘉 議長） 

それでは、ここで、追加日程を議題としたいと思います。追加日程第１、議案第１１５号

並びに追加日程第２、議案第１１６号、「上島町教育委員の任命について」は同様の人事案

件でありますので、一括議題としたいと思いますが、ご異議ありませんか。（「異議なし」

の声あり）ご異議なしと認めます。それでは、２件併せて提案理由の説明を求めます。 

○（宮脇  馨 町長）（挙手）はい、議長。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、宮脇町長。 

○（宮脇  馨 町長） 

それでは、「上島町教育委員の任命について」を議題として提案させていただきます。 

議案第１１５号、上島町教育委員会委員の任命について、提案理由は、平成３０年９月２

１日をもって、委員の一人が任期満了となるため、委員を任命することについて、地方教育

行政の組織及び運営に関する法律第４号第１項の規定により同意を求めるものでございま

す。 

ええー、提案する委員について、議案の朗読をします。 

上島町教育委員会委員に次の者を任命したいので、議会の同意を求める。 

住所、上島町弓削上弓削３１３番地。氏名、宮畑 真紀。生年月日、昭和５１年１１月２

日。 

ええー、宮畑 真紀さんは、２枚目の参考資料に添付しておりますように、平成７年３月

に兵庫県立東灘高等学校卒業。それから続いて、平成９年に神戸女子短期大学、栄養士コー

ス卒業。その後、就職されまして、ええー、平成２３年３月に弓削島に移住。その後、仕事

をしながら、子供さんを現在３名育てておられます。内容としましては、栄養士等のそうい

った、様々な資格を持ちながら、教育活動の中では、ＰＴＡの学級委員等を経験されており

ますし、お子さんを３名育てておられる実際の保護者の立場から、女性の視点から、教育の

意見をどんどん現場として反映さしていただきたいと思っております。ええー、教育委員と

して、女性の視点、それから保護者、親、母親の視点。これは大切な要素であると思ってお

りますので、ぜひ、よろしくお願いしたいと思います。 

それから、続いて、議案第……。議案第、すみません。先ほどの中で、提案理由の中で法

律第４号と申しましたが第４条です。ごめんなさい。これは、ちょっと訂正さしていただき

ます。 

続いて、議案第１１６号、同様の内容になりますが、委員さんのお名前等紹介さしていた

だきます。こちらの方も先ほどの提案理由の中で、これは、平成３０年１１月１８日をもっ

て委員の一人が任期満了となるための委員を、任命を、について、お諮りするものでござい

ます。 

ええー、住所は、上島町魚島一番耕地１９７番地。氏名、大林 正憲。生年月日、昭和１

５年９月１５日でございます。参考資料として、大林さんの経歴等紹介さしていただきます

と、昭和３１年３月に県立今治西高等学校を卒業され、３８年、天理大学体育学部体育学科
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を卒業されております。その後、トランポリンの指導者として教鞭をふるっていただきまし

て、国際トランポリン連盟の常任理事等歴任されております。 

ええー、現在もトランポリンの、そういったネットワークと言いますか、非常に強いもの

がございまして、そういった観点からスポーツですね、教育の中のスポーツのジャンル。こ

のことに対する深い造詣があられる方でございます。ええー、ぜひ、そういった視点から、

愛媛県が振興しております、まあスポーツによる県民の元気度アップと言いますか、いろん

な意味での体制づくり、そういったことに意見をどんどん、ノウハウを反映さしていただけ

るのではないかと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

説明は以上でございます。 

○（濱田 高嘉 議長） 

はい。ただ今 提案理由の説明がありました。これから議案第１１５号並びに第１１６号

の「上島町教育委員の任命について」の採決を行いますが、本件は、上島町議会申し合

せ事項により、質疑と討論を省略して、記名投票による採決を行います。 

議場の閉鎖を命じます。（事務局長、議場閉鎖） 

ただ今の出席議員数は１２名です。（１３名（議長を除く）） 

次に、立会人を指名します。会議規則第３２条第２項の規定によって、立会人に土

居議員、池本興治議員を指名します。よろしくお願いいたします。 

投票用紙を配ります。（事務局長、投票用紙を議席順に配布） 

（投票用紙配布後） 

ええー、念のため、申し上げます。各議案の候補者については、賛成の方は、判定

欄に「○」、反対の方は「×」と記載願います。なお、賛否を表明しない投票及び賛

否の明らかでない投票は「否」とみなします。 

用紙の配布もれは、ありませんか。（「なし」の声あり）「なし」と認めます。投

票箱を点検します。（事務局長、投票箱（蓋・箱の順）に点検、議長・議席の方に向

け、何も入っていないことを確認してもらう）「異常なし」と認めます。 

ただ今から投票を行います。事務局長が「議席番号と氏名」を呼び上げますので、

順番に投票願います。 

○（東 秀彦 議会事務局長） 

（点呼・投票） 

 １番、村上議員。２番、林議員。３番、池本 光章議員。４番、大西議員。５番、

藏谷議員。６番、寺下議員。７番、檜垣議員。８番、平山議員。９番、前田議員。 

１０番、土居議員。１１番、池本 興治議員。１３番、亀井議員。 

○（濱田 高嘉 議長） 

はい、投票もれはありませんか。（「なし」の声あり）「投票もれなし」と認めます。

これで投票を終わります。 

開票を行います。土居議員、池本興治議員、登壇して開票の立ち会いをお願いしま

す。事務局長、投票箱を開けて、開票してください。 

（事務局長、投票結果が出次第、投票結果を議長へ渡す。） 
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ええー、それでは投票の結果を報告いたします。 

まず、議案第１１５号の投票の結果を報告します。 

 投票総数１２票、有効投票１２票、無効投票０票、有効投票のうち賛成９票、反対３票。

以上のとおり、賛成が多数です。従って、議案第１１５号は、同意することに決しました。 

続いて、議案第１１６号の投票の結果を報告します。 

投票総数１２票、有効投票１２票、無効投票０票、有効投票のうち賛成９票、反対３票。

以上のとおり、賛成が多数です。従って、議案第１１６号は、同意することに決しました。 

議場の閉鎖を解きます。（事務局長、議場開鎖） 

 

日程第３５、請願第２号 

○（濱田 高嘉 議長） 

ええー、次に、日程第３５、請願第２号「「核兵器禁止条約」に署名・批准することを

求める意見書提出について」を議題といたします。 

お諮りいたします。「請願第２号」については、会議規則第９２条第２項の規定によって、

委員会の付託を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。（複数の「異議なし」の声

あり）異議なしと認めます。従って「請願第２号」については、委員会の付託を省略するこ

とに決定しました。 

それでは、紹介議員である 寺下 議員、説明を願います。寺下 議員、登壇願います。 

○（６番・寺下 滿憲議員）（挙手）はい。 

○（濱田 高嘉 議長）  

寺下議員、登壇願います。 

(寺下議員、登壇） 

○（６番・寺下 滿憲議員） 

ええー、それでは、「請願第２号」請願書、平成３０年８月２１日、上島町議会議長 濱

田 高嘉 様。２０１８年原水爆禁止国民平和大行進、四国コース愛媛県実行委員会、実行委

員長、今井 正夫。住所、松山市三番町８丁目１０の２。紹介議員、私、寺下 滿憲です。え

えー、日本政府が核兵器禁止条約に署名・批准することを求める意見書の提出についてです。 

請願趣旨、広島・長崎の原爆被爆から７３年目になります。「ふたたび被爆者をつくらな

い」と、この地球上から核兵器をなくすることは、原爆被害者の悲願であります。「非核三

原則」を国是とする核兵器反対の我が国の政策とも一致するものです。 

今、核兵器廃絶を目指す潮流は、大きく強くなってきています。その一つは、昨年７月、

国連で１２２カ国の賛成を得て「核兵器禁止条約」が採択されたことです。条約は第１条で

「核兵器の開発、実験、生産、製造、取得、保有、貯蔵、移譲、受領、使用、使用の威嚇」

を全面的に禁止しており、画期的な内容です。 

さらに、この条約採択に際し世界各国で革新的な貢献をしたとして昨年、ＩＣＡＮ（核兵

器廃絶国際キャンペーン）がノーベル平和賞を受賞したことは、核兵器廃絶へ向けての国際

的な合意を強く後押しするものです。 

日本政府は「目標は同じでも手段が違う」としてこの条約に反対を表明しています。が、
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今こそ日本は、唯一の戦争被爆国として、地球上の核兵器廃絶へ向け国際間の調整役など主

導的役割を果たすべきです。 

そのために、日本政府および国会に対し、「核兵器禁止条例」に署名・批准することを強

く要請します。 

貴議会におかれまして、これらの趣旨をご理解くださり、地方自治法第９９条の規定によ

り国に対して意見書を提出していただきますようお願いをいたします。 

ええー、請願事項として、唯一の戦争被爆国として核兵器禁止条例を一日も早く署名・批

准することを。それまでの間は、オブザーバーとして締約国会議及び検討会議に参加するこ

とを心から求める意見書を提出をしていただきたいと思います。 

ええー、因みに、昨年度、６月の定例議会におきまして、上島町は、ええー、核兵器禁止

条約を交渉する国連会議に参加し、核兵器を全面的に禁止する、廃絶国際条約の締結を求め

る立場から政府に対して意見書を提出していることも申し添えて、私からの請願者としての

お願いを申し上げます。よろしくお願いします。 

(寺下議員、降壇） 

○（濱田 高嘉 議長） 

ただ今、寺下議員から説明がありました。これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり）質疑がないようですから、これで質疑を終わります。これから

討論を行います。討論はありませんか。 

○（８番・平山 和昭 議員）（挙手）議長、討論。 

○（濱田 高嘉 議長） はい。平山議員。 

(平山議員、登壇） 

○（８番・平山 和昭 議員） 

 はい、あのー、私はこの請願を採択することを賛成の立場で討論させていただきますが、

もうこれは申すまでもないことでございまして、ええー、しかも上島町は、昨年度でしたか、

その意見書を提出しているという事でございます。 

核兵器の廃絶は、政府の立場がどうあれ、人類の願いでございますので、一歩ずつ、意見

を言うべきだと思っておりますので、ぜひ、皆さんも賛同していただきたいと、そういうふ

うに思います。よろしくお願いします。 

(平山議員、降壇） 

○（濱田 高嘉 議長） 

他に、討論はありませんか。（沈黙）討論がないようですから、これで討論を終わり

ます。これから、請願第２号「「核兵器禁止条約」に署名・批准することを求める意見書提

出について」を採決いたします。「請願第２号」を採択とすることに賛成の方は、起立願い

ます。 

（賛成者、起立） 

賛成者：池本 光章議員、大西議員、藏谷議員、寺下議員、檜垣議員、平山議員、前田議

員、土居議員。 

反対者：村上議員、林議員、池本 興治議員、亀井議員。 
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起立、多数です。従って、請願第２号「「核兵器禁止条約」に署名・批准することを求め

る意見書提出について」は、採択いたします。 

 

日程第３６、意見書第２号 

○（濱田 高嘉 議長） 

続いて、日程第３６、意見書第２号、「臓器移植の環境整備を求める意見書（案）」を議

題といたします。提出議員である池本 光章議員、趣旨説明を求めます。 

○（３番・池本 光章議員）（挙手）はい。 

○（濱田 高嘉 議長） 池本光章議員。 

(池本議員、登壇） 

○（３番・池本 光章議員） 

 それでは、意見書について読み上げます。 

意見書第２号、「臓器移植の環境整備を求める意見書（案）」、上島町議会会議規則第１

４条第２項の規定により、上記の意見書案を別紙のとおり提出します。 

平成３０年９月１２日。上島町議会議長 濱田 高嘉 様。提出者、上島町議会議員、池本

光章。賛成者、上島町議会議員、村上 要二郎。賛成者、上島町議会議員、林 康彦。 

提出理由、臓器移植を国民にとって安全で身近なものとして定着させるため、国への臓器

移植の環境整備を行うことを強く要望します。以上、地方自治法第９９条の規定により意見

書を提出します。 

意見書の内容について読み上げます。 

臓器移植の環境整備を求める意見書（案）、臓器移植の普及によって薬剤や機械では困難

であった臓器の機能回復が可能となり、多くの患者の命が救われている。 

一方、臓器移植ネットワークが構築されていない外国における移植は臓器売買等の懸念を

生じさせ、人権上ゆゆしき問題となっている。 

そこで、国際移植学会は、平成２０年５月に「各国は、自国民の移植ニーズに足る臓器を

自国のドナーによって確保する努力をすべきだ」とする主旨の「臓器取引と移植ツーリズム

に関するイスタンブール宣言」を行った。 

こうした動きが、我が国における平成２２年７月の臓器の移植に関する法律の改正につな

がり、本人の意思が不明な場合であっても家族の承諾により臓器を提供することが可能とな

った。同法の改正以後、脳死下での臓器提供者は年々増加しており、平成２８年の臓器提供

者数は６４人、平成２９年の臓器提供者数は７７人となっている。 

しかし、平成３０年５月３１日時点における臓器移植希望者数が、心臓で６８４人、肺で

３２５人、肝臓で３１３人、腎臓で１１，９３１人、膵臓で２０６人(日本臓器移植ネット

ワーク)となっているなど、心停止後のものを含めても臓器提供数が必要数を大きく下回っ

ており、その理由としてドナーや臓器提供施設数が少ないことが指摘されている。 

よって、国においては、国民の臓器を提供する権利、臓器を提供しない権利、移植を受け

る権利及び移植を受けない権利を同等に尊重しつつ、臓器移植を国民にとって安全で身近な

ものとして定着させるため、下記の事項に取り組むよう強く要望する。 
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１ 国民が命の大切さを考える中で臓器移植にかかる意思表示について具体的に考え、家

族などと話し合う機会を増やすことができるよう臓器移植に係る更なる啓発に努める

こと。 

２ 臓器提供施設における院内体制の整備を図るため、マニュアルの整備、研修会の開催

など個々の施設の事情に応じたきめ細かい支援を行うこと。 

３ 臓器移植についての説明から臓器提供後のアフターケアまで、ドナーの家族に対して

きめ細かな対応が可能となるよう移植コーディネーターの確保を支援すること。 

４ 臓器摘出手術から移送までを担う臓器移植施設の担当医について負担軽減対策を講

ずること。 

５ 国民が臓器移植ネットワークの構築されていない国において臓器移植を受けること

のないよう必要な対策を講ずること。 

   ①ブローカーの厳罰化 

   ②医師に対する、患者への渡航移植の危険性の告知義務 

③医師が臓器移植を受けた患者であることを覚知した際、厚生労働省への告知義務 

   ④違法と知らないで臓器移植を受けてしまった、善意のレシピエントへの精心面での

ケアこれらは、有効な対策であると思われる。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。平成３０年９月１２日、愛媛

県上島町議会。提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、厚生労働大臣。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

(池本議員、降壇） 

○（濱田 高嘉 議長）  

ただ今、池本議員から趣旨説明がありました。これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。（複数の「なし」の声あり）質疑がないようですから、これで質疑を終わります。こ

れから討論を行います。討論はありませんか。 

○（８番・平山 和昭 議員）（挙手）議長、討論。 

○（濱田 高嘉 議長） はい、平山議員。 

(平山議員、登壇） 

○（８番・平山 和昭 議員） 

ええー、私も、この意見書提出につきましては、賛成の立場で討論させていただきます。 

あのー、意見書の最後にいろいろありますが、臓器移植に関しましては、まだまだ国民の

理解が進んでないのは、もう皆さんご存知のとおりでありまして、これが一挙に進むわけじ

ゃないと思っています。そういう中で、やっぱり、我々、末端自治体からも絶えず意見を出

していくということは大事だと思いますので、ぜひ、満了一致で、この意見書を出しましょ

うじゃありませんか。お願いします。 

(平山議員、降壇） 

○（濱田 高嘉 議長） 

他に討論はありませんか。（「なし」の声あり）討論がないようですから、討論を

これで終わります。 

これから、日程第３６、意見書第２号、「臓器移植の環境整備を求める意見書（案）」を

採決いたします。お諮りいたします。本案のとおり可決し、関係先に意見書を送付すること
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に賛成の方は、起立願います。 

（賛成者、起立） 

起立、全員です。よって、意見書第２号は、原案のとおり可決されました。 

 

日程第３７～第３９、議員派遣の件 

○（濱田 高嘉 議長） 

続いて、日程第３５から３６の「議員派遣の件について」につきましては、一括議題とし

たいと思いますが、ご異議ありませんか。(「ありません」の声あり）ご異議なしと認めま

す。よって、日程第３５、３６の「議員派遣の件について」は一括議題といたします。本件

については、お手許に配布のとおり「上島町各地区大運動会」、「第７回上島町社会福祉大

会」、「平成３０年度 第２回町議会議員研修会」に議員を派遣することにしたいと思いま

す。 

お諮りいたします。「上島町各地区大運動会」、「第７回上島町社会福祉大会」、「平成

３０年度 第２回町議会議員研修会」に議員を派遣することにご異議ございませんか。（「あ

りません」の声あり）ご異議なしと認めます。よって、「上島町各地区大運動会」、「第７

回上島町社会福祉大会」、「平成３０年度 第２回町議会議員研修会」に議員を派遣するこ

とに決定いたしました。 

 

◎ 散 会 

○（濱田 高嘉 議長） 

ええー、本日の審議はこれまでとし、本日、予算決算委員会に付託した「平成２９年度各

会計歳入歳出決算認定案１６件」並びに「平成３０年度の補正予算案７件」については、９

月２８日の午前１０時から会議を開いて審議を行うこととし、議事日程は当日配布いたしま

す。 

お諮りいたします。本日はこれで散会とすることに、ご異議ございませんか。 

○（８番・平山 和昭 議員）（挙手） 

議長。ちょっと１点、理事者にお願いがあるんですが、発言よろしいでしょうか。 

○（濱田 高嘉 議長） はい。 

○（８番・平山 和昭 議員） 

 はい。あのー、特にお願いして発言さしていただくんですが、先ほど、あのー、教育委員

の人事案件の提案がございまして、ええー、人事案件ですので、当然、質疑等もやっており

ませんで、投票さしていただきまして。ええー、実に、本日みたいに、まあ、ある意味、そ

の予定にないものが上がってきます、ということになりますとですねえ、そのご当人が果た

して、その委員として適任かどうかっていう、考える暇もないこともあり得るということで

す。ええー、たまたま、私はお二方ともよく存じておりますが、中にはお顔も見たこともな

いって方もおられるかもわかりません。 

そうした中でですねえ、あのプロフィール等添付していただいてるんですが、ええー、簡

単でいいので、その職務に対する、まあ何と言いますか、抱負と言いますか、そういったも
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のを添付していただければ、よりその仕事についてどういうスタイルで向き合っていただけ

るのかなということが分かるので、次回からで結構ですので、あのー、長い作文いりません

ので、その任命される仕事に対する、ご本人のその抱負と言いますか、思いと言いますか、

そういったものを簡単なプロフィールと共に添えていただければ、今日みたいな状況でも、

この人の考え方はどうかなってことが分かるということですので。あのー、人事案件なかな

かいろいろ難しい面がございますが、やはり情報をよく分かるような形で提供していただき

たいなと。 

まああのー、教育委員に限りません。これからもある話ですので、ぜひ、検討していただ

いてですね、その人物が分かるプロフィールを添付していただきたいと、そういうふうにお

願いします。 

○（濱田 高嘉 議長）  

はい、ありがとうございました。ぜひ、今、議員から話がありましたことを十分踏まえて

今後の行政運営に当たっていただきたいと、こう思っております。 

 それでは、お諮りいたします。本日は、これで散会することにご意義ありませんか。（複

数の「ありません」の声あり）ご異議なしと認めます。よって、本日はこれで散会とするこ

とに決定いたしました。本日はこれで散会いたします。 

 

（起立、礼） 

 

（了） 

 

 

（平成３０年９月１２日 午後３時１０分 閉会) 
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